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 京 都 教 育 大 学 学 則

 

平成１６年　４月　１日　　制　　定 

令和　８年　２月１６日　　最終改正 

　　　 　 第１章　総  則

　（目　的） 

　京都教育大学 以下 本学 という は 学芸についての深い研究と指導とをな第１条 （ 「 」 。） ，

し，教養高き人としての知識，情操，態度を養い，併せて教育者として必要な能力を得

させることを目的とする。 

本学は，学校教育を中心に，生涯教育の広い分野で地域社会に貢献できる人材を育成２　

する。 

本学は，広く学芸を対象として，知を生み出す基礎研究，その成果を教育に活かす応３　

用研究，基礎研究と応用研究を教育の場につなげる実践研究等の学術研究を推進する。 

　（自己評価等） 

　本学は，その教育研究水準の向上を図り，前条の目的及び社会的使命を達成する第２条

ため，本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い，その結果

を公表するものとする。 

　前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制等については，別に定める。 ２

　（教育研究等の状況の公表） 

　本学は，本学における教育及び研究並びに組織及び運営の状況を公表するものと第３条

する。 

  （組　織） 

　本学に次の学部，大学院及び専攻科を置く。 第４条

　一　教育学部 

　二　大学院連合教職実践研究科 

　三　特別支援教育特別専攻科 

大学院連合教職実践研究科は，国立大学法人京都教育大学，学校法人京都産業大学，２　

学校法人京都橘学園，学校法人光華学園，学校法人同志社，学校法人ノートルダム女学

院，学校法人龍谷大学，京都府教育委員会及び京都市教育委員会の間で締結された協定

書に基づき設置するもので，本学を基幹大学とし，京都光華大学，京都産業大学，京都

橘大学，京都ノートルダム女子大学，同志社大学，同志社女子大学及び龍谷大学の７大

学を連合参加大学として組織する。 

　第１項第二号及び第三号に関する規則は，別に定める。 ３

 　（学　年）

 第５条　学年は４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

 　（学　期）

 第６条　学年を分けて，次の２学期とする。

 　前期　４月１日から９月３０日まで。　後期　１０月１日から翌年の３月３１日まで。

 　（休業日）

 第７条　学年中の休業日を，次のように定める。

 　一　国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
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 　二　本学の創立記念日（６月１日）

 　三　土曜日及び日曜日

 　四　春季休業

 　五　夏季休業

 　六　冬季休業

 ２　前項第四号から第六号までの期間は，年度ごとに教授会の議を経て定める。

 ３　第１項に定める休業日のほか，教授会の議を経て，臨時に休業することがある。

 

　　　 　  第２章 学　部

　　　　  第１節　修業年限等

　（修業年限） 

　教育学部の修業年限は，４年とする。 第８条

　（課　程）　　 

　教育学部の課程及び収容定員は，次のとおりとする。 第９条

  課 程 入学定員 収容定員

 学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 ３００ １,２００

計 ３００ １,２００

 

 　　　　 　第２節 教育課程及び履修方法

 　（専　攻）

 第10条　前条の各課程における教育は，次の専攻ごとに行う。

  課 程 専 攻

  学校教育教員養成課程 教育学専攻 幼児教育専攻 発達障害教育専攻， ， ，

 国語領域専攻，社会領域専攻，英語領域専攻，

 数学領域専攻，理科領域専攻，技術領域専攻，

 家庭領域専攻，美術領域専攻，音楽領域専攻，

体育領域専攻

 

 　（教育課程の編成）

　教育課程は，授業科目を共通教育科目及び専門教育科目に区分し，これを各年次第11条

 に配当して編成するものとする。

　授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用に２

 より行うものとする。

前項の授業は，平成１３年文部科学省告示第５１号の定めるところにより，多様なメ３  

 ディアを高度に利用して 当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる， 。

 　（以下「遠隔授業」という ）。

 ４　教育課程に関し履修方法及び単位の計算方法については，別に定める。

 　（単位の授与）

 第12条　授業科目を履修した学生に対して試験の上，単位を与えるものとする。

 　（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

　本学が教育上有益と認めるときは，本学の定めるところにより，学生が他の大学第13条

又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を，６０単位を超えない
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 範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

 ２　前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学した場合に準用する。

 　（大学以外の教育施設等における学修）

　本学が教育上有益と認めるときは，本学の定めるところにより，学生が行う短期第14条

大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，

 本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。

　前項により与えることができる単位数は，前条第１項及び第２項により本学において２

 修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。

 　（入学前の既修得単位等の認定）

　本学が教育上有益と認めるときは，本学の定めるところにより，学生が本学に入第15条

学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位（大学設

置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に定める科目等履修生として修得した

単位を含む を 本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したもの。） ，

 とみなすことができる。

　本学が教育上有益と認めるときは，本学の定めるところにより，学生が本学に入学す２

る前に行った前条第１項に規定する学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単

 位を与えることができる。

　前項により修得したものとみなし，又は与えることができる単位数は，編入学，転入３

学の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第１３条第１項及

び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて

 ６０単位を超えないものとする。

　前項の規定は，外国の大学，短期大学を卒業又は中途退学し，本学に入学を許可され４

 た者について準用する。

   （入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算）

　本学の学生以外の者が，本学の科目等履修生として一定の単位を修得した後に入第16条

学する場合において，当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認めら

れるとき（授業科目の履修が体系的で，正規の学生と同様の教育効果を上げていると認

められる場合に限る は 修得した単位数 その他の事項を勘案して 本学が定める期。） ， ， ，

間を修業年限に通算することができる。ただし，その期間は，修業年限の２分の１を超

 えないものとする。

   （遠隔授業による修得単位）

　第１１条第３項の授業方法により修得した単位は，６０単位を超えない範囲で卒第17条

 業に必要な単位の中に算入することができる。

 　（教育職員免許の取得資格）

 第18条　教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法及び同法

 　施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。

　前項の規定により所要の単位を修得した者が取得できる教員の免許状の種類は，別表２

 のとおりとする。

 

 　　　　 　第３節 卒業の認定及び学位

 　（卒業の認定及び学位）

　本学の定める修業年限を満たし，課程及び専攻ごとに定める授業科目を履修し，第19条
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 １３５単位以上を修得した者については教授会の議を経て，学長が卒業を認定する。

 ２　学長は，卒業を認定した者に対して，学士の学位を授与する。

 ３　学位に関する規程は，別に定める。

 　　　

 　　　　 　第４節 入学，編入学，転入学及び再入学

 　（入学時期）

　入学，編入学，転入学及び再入学は，学年の始めとする。ただし，再入学につい第20条

 ては学年の中途とすることができる。

 　（入学資格）

いずれかに該当する者とする。 第21条　本学に入学することのできる者は，次の各号の

 　一　高等学校を卒業した者

   二　中等教育学校を卒業した者

 　三　通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

　四　外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で

 文部科学大臣の指定したもの

　五　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

 施設の当該課程を修了した者

六　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め 

　る基準を満たすものに限る で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定。）

める日以後に修了した者 

 　七　文部科学大臣の指定した者

高等学校卒業程度認定試験規則 平成１７年文部科学省令第１号)による高等学校卒　八　 （

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格

検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含

む ） 。

  九　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により大学に入学し

た者であって，高等学校卒業程度認定審査規則（令和４年文部科学省令第１８号）に

よる高等学校卒業程度認定審査に合格した者 

　十　本学における個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

 があると認めた者で，１８歳に達したもの

 　（編入学者の入学資格）

いずれかに該当する者とする。 第22条　本学に編入学することのできる者は，次の各号の

 　一　大学に２年以上在学し，６２単位以上修得した者

 　二　短期大学を卒業した者

 　三　高等専門学校を卒業した者

  （修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定め四　専修学校の専門課程

を修了した者 ただし 前条に規定する大学入学資格をる基準を満たすものに限る。） （ ，

 有する者に限る ）。

 　五　外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

 　六　本学において，前各号に掲げる者と同等以上の学力があると認めた者

 　（転入学）

　他の大学から本学に転入学を志願する者があるときは，欠員がある場合に限り，第23条
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 転入学を許可することがある。

 　（再入学）

　本学を願いにより退学した者又は第３５条第二号及び第五号の規定により除籍さ第24条

 れた者で，再入学を志願する者があるときは，再入学を許可することがある。

 　（出　願）

　入学，編入学，転入学及び再入学を志願する者は，本学が定める期日までに，別第25条

 に定める書類を提出し，所定の検定料を添えて願い出なければならない。

 　（選　考）

 第26条　入学，編入学，転入学及び再入学の選考については，教授会が行う。

 　（入学手続き）

　入学，編入学，転入学及び再入学の選考に合格した者は，本学が定める期日まで第27条

 に，別に定める書類を提出し，所定の入学料を納付しなければならない。

前項の規定にかかわらず，特別の事情によって入学料の納付が困難である者について２　

は，別に定めるところにより，入学料免除願又は入学料徴収猶予願の提出をもって，入

 学料納付の手続きを終えた者とみなすことができる。

　前項の規定に基づき，入学料免除願又は入学料徴収猶予願を提出した者については，３

 入学料の全額若しくは一部を免除し，又はその徴収を猶予することがある。

 　（入学許可）

　入学，編入学，転入学及び再入学の許可は，前条第１項の手続を行った者につい第28条

 て，学長が行う。

 　（編入学者等の修業年限）

　編入学，転入学及び再入学を許可された者の入学年次，既修得単位の認定並びに第29条

修業年限及び在学年限については，法令の定めるもののほか，教授会の議を経て，学長

 が定める。

 

 　　　　 　第５節 在学，留学，休学，退学及び除籍

 　（在学年限）

 第30条　在学年限は，８年を超えることができない。

 　（留　学）

　外国の大学又は短期大学に留学を希望する者については，教授会の議を経て，許第31条

 可することがある。

　留学期間は，１年以内とする。ただし，特別の事由があるときは，許可を得て更に１２

 年以内に限り，その期間を延長することができる。

 ３　前項の留学期間は，休学の取り扱いをしないものとする。

 ４　前３項に定めるもののほか，留学に関して必要な事項は，別に定める。

 　（休　学）

， ，第32条　疾病又はその他の事由により 引き続き３か月以上学修することができない者は

 学長の許可を得て休学することができる。

 　（休学期間）

　休学期間は １年以内とする｡ただし 特別の事由があるときは １年を限度とし第33条 ， ， ，

 て，休学期間の延長を認めることができる。

 ２　休学期間は，通算して３年を超えることができない。
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 ３　休学期間は，修業年限及び在学年限に算入しない。

 　（退学，転学）

　退学又は転学しようとする者は，その事由を具して，学長の許可を受けなければ第34条

 ならない。

 　（除　籍）

　学生が，次の各号の一に当たるものがあるときは，学長は教授会の議を経て，除第35条

 籍する。

 　一　第３０条に定める在学年限を超える者

 　二　疾病その他の事由により，成業の見込みがないと認めた者

　三　入学料の免除又は徴収猶予を申請した者のうち，免除若しくは徴収猶予が不許可に

 なった者又は一部免除が許可になった者で，所定の期日までに入学料を納付しない者

 　四　入学料の徴収猶予が許可された者で，所定の期日までに納付しない者

 　五　授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者

 

 　　　　 　第６節 検定料，入学料及び授業料

 　（授業料等）

検定料，入学料及び授業料の額及びその徴収方法については，別に定める。 第36条　

授業料は，前期及び後期の２期に分けて徴収することとし，徴収時期は前期を５月と２　

 し，後期を１１月とする。

前項の規定にかかわらず，学生の申し出があったときは，前期に係る授業料を徴収す３　

 るときに，当該年度の後期に係る授業料を併せて徴収することができる。

入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第２項の規定にかかわら４　

ず，入学を許可された者の申し出があったときは，入学手続きのときに徴収することが

 できる。

　特別の事情により，学年の中途で卒業する者の授業料は，当該学年の初めの月に徴収５

する。ただし，卒業の時期が後期の授業料徴収時期後であるときは，後期の在学期間に

 係る授業料は，後期の授業料徴収の時期に徴収する。

 ６　学年の中途で退学する場合は，その期の授業料は徴収する。

　第４６条の規定により停学を命ぜられた場合は，その期間中の授業料は徴収する。 ７

　経済的理由によって，入学料及び授業料の納付が困難であると認められ，かつ学第37条

業優秀な者，又はその他やむを得ない事情があると認められるときは，別に定めるとこ

ろにより，入学料及び授業料の全部若しくは一部を免除し，又はその徴収を猶予するこ

とができる。 

既納の検定料，入学料及び授業料は返還しない。ただし，次の各号のいずれかに第38条　

該当する場合は，納付した者の申し出により当該各号に定める額を返還することができ

る。 

一　入学を志願し検定料を納付した者が，２段階選抜による第１段階目の選抜で不合格　

になった場合　第２段階目の選抜に係る検定料相当額 

二  入学を志願し検定料を納付した者が，出願受付後，大学入学共通テスト受験科目の　

不足等による出願の資格がないことが判明した場合　別に定める額 

三　入学を志願し検定料を納付した者が，出願書類を提出しなかった場合　検定料相当　

額 
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　四　入学を志願し検定料を納付した者の出願書類が不備等により受理できなかった場合

　検定料相当額 

　五　入学を志願し入学料を納付した者が，入学手続書類を提出しなかった場合　入学料

相当額 

　六　前期に係る授業料納付の際，当該年度の後期に係る授業料を併せて納付した者（以

下「一括納付者」という ）が，前期末卒業を許可された場合　後期分授業料相当額 。

　七　一括納付者が，９月３０日までに退学を申請し許可された場合及び除籍となった場

合　後期分授業料相当額 

  八　一括納付者及び前期分又は後期分を納付した者が，納付期限の前月末日までに休学

を申請し許可された場合　休学許可期間の授業料相当額 

  九　一括納付者及び前期分又は後期分を納付した者が，授業料免除を申請し許可された

場合　授業料免除相当額 

　十　入学を許可するときに授業料を納付した者が，入学年度前の３月３１日までに入学

を辞退した場合　授業料相当額 

　十一  入学を志願し入学料を納付した者が，入学料免除を申請し許可された場合　入学

料免除相当額 

 

 　　　　 　第７節 外国人留学生

 　（外国人留学生）

　外国人で，第21条又は第22条に規定する資格を有し，本学に入学又は編入学を志第39条

願する者があるときは，選考の上，学長は教授会の議を経て，外国人留学生として入学

 又は相当年次に編入学を許可することがある。

 第40条　外国人留学生は，定員外とすることができる。

 第41条　本章の規定に定めるもののほか 学生に関する規定は 外国人留学生に準用する， ， 。

 

 　　　　 　第８節 科目等履修生，特別聴講学生及び研究生

 　（科目等履修生）

　本学の学生以外の者で，本学における授業科目のうち，一又は複数の授業科目の第42条

履修を希望する者があるときは，選考の上，学長は教授会の議を経て，科目等履修生と

 して入学を許可することがある。

 ２　科目等履修生に関する規程は，別に定める。

 　（特別聴講学生）

　他の大学又は短期大学に在学中の学生で，本学における授業科目の聴講を希望す第43条

る者があるときは，本学の定めるところにより，選考の上，学長は教授会の議を経て，

 特別聴講学生として入学を許可することがある。

 ２　特別聴講学生に関する規程は，別に定める。

 　（研究生）

　本学において，特定の専門事項の研究を希望する者があるときは，選考の上，学第44条

 長は教授会の議を経て，研究生として入学を許可することがある。

 ２　研究生に関する規程は，別に定める。

 

 　　　　第９節 賞罰　
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 　（表　彰）

 第45条　学生として，表彰に値する行為があった者は，学長が表彰することがある。

 ２　学生の表彰に関する規程は，別に定める。

 　（懲　戒）

　学生が，本学の規程に背き又はその本分を守らなかったときは，学長は教授会の第46条

 議を経て，軽重に従い懲戒を加える。

 ２　懲戒の種類は，訓告，停学及び退学とする。

 ３　前項の退学は，次の各号の一に該当する者に対して行う。

 　一　性行不良で改善の見込みがないと認められる者

 　二　本学の秩序を乱し，学生の本分に著しく反した者

教授会の議を４　停学の期間は，在学年限に算入し，修業年限には算入しない。ただし，

経て，これを修業年限に算入することがある。 

学生の懲戒に関する規程は，別に定める。 ５　

 

 　　　第３章 学生寮　

 　（学生寮）

　学生は，希望により学生寮に入寮することができる。入寮の許可は，学長がこれ第47条

 を行う。

 ２　学生寮の管理運営に関する規程は，別に定める。

 　（寄宿料）

 第48条　寄宿料は，入寮当月から退寮当月までの分を徴収する。

 ２　寄宿料の額については，別に定める。

　寄宿料は所定の期日までに当月分を納付しなければならない。 第49条

　前項の規定にかかわらず，翌月以降の寄宿料について，当該年度内に徴収する寄宿料２

の総額の範囲内で，学生の承諾のうえ，予め徴収することができる。 

　納付方法等については，別に定める。 ３

 第50条　削　除

　風水害等災害のため，寄宿料を納付することが困難な者については，別に定める第51条

 ところにより，寄宿料を免除することができる。

既納の寄宿料は，返還しない。ただし，退寮の翌月以降に係る寄宿料を納付して第52条　

いた者については，当該寄宿料を返還する。 

 

　　　  第４章 附属施設　

 　（附属図書館）

 第53条　本学に，附属図書館を置く。

 ２　附属図書館に関する規程は，別に定める。

 　（附属の教育研究施設）

本学に，次に掲げる教育研究施設を置く。 第54条　

　一　教職キャリア高度化センター 

　二　総合教育臨床センター 

　三　環境教育実践センター 

　四　情報処理センター 
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　五　教育資料館 

前項第一号及び第二号２　本学に，教育創生リージョナルセンター機構を置き，その下に

のセンターを置く。 

　第１項第三号から第五号に定める教育研究施設及び前項の教育創生リージョナルセン３

ター機構に関する規程は，別に定める。 

 　（保健管理センター）

 第55条　本学に，保健管理センターを置く。

 ２　保健管理センターに関する規程は，別に定める。

 　（附属学校）

　教育の実験，実証並びに実習の機関として，本学に附属学校（幼稚園，小学校，第56条

 中学校，義務教育学校，高等学校及び特別支援学校）を置く。

 ２　附属学校に関する規程は，別に定める。

 

 　　　第５章　公開講座

 　（公開講座）

 第57条　本学に，公開講座を開設することがある。

 ２　公開講座に関して必要な事項については，その都度定める。

 

 　　　附 則　

 １　この学則は，平成１６年４月１日から施行する。

旧国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）に基づく京都教育大学に入学し，こ２　

の学則施行の際，引き続き本学に在学する者の，課程，履修方法及びその他学生の教育

 に関し必要な事項については，なお従前の例により取り扱うものとする。

 　　　附 則　

　この学則は，平成１７年４月１日から施行する。ただし，平成１６年度以前に入学した

者に係る別表（第１８条関係）については，なお，従前の例による。 

　　　  附 則　

この学則は，平成１８年４月１日から施行する。 １　

平成１７年度以前に入学した者に係る改正後の学則第９条，第１０条及び別表（第１２　

８条関係）については，なお，従前の例による。 

　　　  附 則　

　この学則は，平成１８年９月１９日から施行する。 

　　　  附 則　

　この学則は，平成１９年４月１日から施行する。 

　　　  附 則　

　この学則は，平成１９年７月２３日から施行し，平成１９年７月１日から適用する。 

　　　  附 則　

　この学則は 平成２０年１月２１日から施行し 平成１９年１２月２６日から適用する  ， ， 。

　　　  附 則　

　この学則は，平成２０年４月１日から施行する。 

 　　　附 則　

　この学則は，平成２１年３月２３日から施行する。 
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　　　  附 則　

　この学則は 平成２１年１１月２４日から施行し 平成２１年１０月１日から適用する  ， ， 。

 　　　附 則　

　この学則は，平成２２年４月１日から施行する。 

 　　　附 則　

　この学則は，平成２２年８月１日から施行する。 

 　　　附 則　

　この学則は，平成２３年８月１日から施行する。 

 　　　附　則

　この学則は，平成２４年６月２０日から施行する。 

 　　　附　則

　この学則は，平成２４年１１月１９日から施行し，改正後の第４条第２項の規定は，平

成２１年４月１日から適用する。 

 　　　附　則

　この学則は，平成２５年１０月１日から施行する。 

 　　　附　則

この学則は，平成２７年４月１日から施行する。 　

 　　　附　則

　この学則は，平成２９年４月１日から施行する。ただし，平成２８年度以前に入学した

者に係る別表（第１８条第２項関係）については，なお従前の例による。 

 附　則

この学則は，平成３０年４月１日から施行する。 

       附　則

　この学則は，平成３１年４月１日から施行する。 

       附　則

　この学則は，令和２年４月１日から施行する。 

       附　則

　この学則は，令和３年２月２２日から施行する。 

 　　　附　則

　この学則は，令和４年４月１日から施行する。 

（令和６年規程第８号） 附　則

　この学則は，令和６年１０月１日から施行する。 

（令和７年規程第２７号） 　　　附　則

　この学則は，令和８年４月１日から施行する。ただし，令和７年度以前に入学した者に

係る別表（第１８条第２項関係）については，なお従前の例による。 
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          別表（第１８条第２項関係）　本学で取得できる教員免許状の種類

免許教科 又は 領域課　　　程 免 許 状 の 種 類

 学校教育教員養成課程  幼稚園教諭一種免許状

小学校教諭一種免許状 

   中学校教諭一種免許状  国語，社会，数学，理科，

， ， ， ，  音楽 美術 保健体育 技術

外国語（英語） 家庭，

， ， ， ， 高等学校教諭一種免許状  国語 地理歴史 公民 数学

  理科，音楽，美術，工芸，

， ， ， ， 書道 保健体育 家庭 情報

外国語（英語） 農業，工業，

 知的障害者，肢体不自由者，  特別支援学校教諭一種免許状 

 病弱者

 

 



 

 

 

 

 

 

履　修　案　内  

 

 

 

 

２０２６年度  

 

 

 

 

（２０２６年度入学者用）  
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本学の教育・研究目的 
 
 
 
　Ⅰ.本学の目的 
 
　　　　京都教育大学は，学芸についての深い研究と指導とをなし，教養高き人　
　　　としての知識，情操，態度を養い，併せて教育者として必要な能力を得さ　
　　　せることを目的とする。 
 
 
　Ⅱ.本学の教育目的 
 
　１．教育学部の教育目的 
　　　　教養高き人としての知識，情操，態度を育成し，学校教育，社会教育，　
　　　生涯学習等の広い教育分野で地域社会に貢献できる人材を養成することを　
　　　目指す。 
 
　２．大学院連合教職実践研究科の教育目的 
      　京都教育大学大学院連合教職実践研究科は，学部における教員養成教育　
　　　と現職教員の教職経験の上に，教育の理論と教職実践を深く追究させるこ　
　　　とにより，教職に関する高度専門的な知識と実践的指導力を統合的に有す　
　　　る教員の養成を目的とする。 
 
  ３．特別支援教育特別専攻科 
      　京都教育大学特別支援教育特別専攻科は，主として現職教員を対象とし，
　　　精深な程度において発達障害学に関する専門の事項を教授し，その研究を　
　　　指導して，資質の向上を計ることを目的とする。 
 
 
　Ⅲ.本学の研究目的 
 
　　　　京都教育大学は，「人を育てる知の創造と実践を担う大学」である。教　
　　　育学部を擁する単科大学として，深い研究を通した質の高い教育を為すと　
　　　ともに，教育に関する新しい知の創造と実践によって地域及び国際社会に　
　　　貢献し，併せて責任と使命を自覚した実践力のある教員及び広く教育に携　
　　　わる専門家を養成することをめざす。そのため，本学は，科学・芸術・ス　
　　　ポーツなどの広い学芸を対象として，知を生み出す基礎研究，その成果を　
　　　教育に活かす応用研究，さらに教育の場につなげる実践研究などの学術研　
　　　究を推進することを目的とする。 
 
 

 
 



( 2 )

 

カリキュラム・ポリシー 
 
 
  ●教育学部カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
 
　　本学教育学部は，教員養成大学としての使命と教育目的等に沿った以下の資　
　質・能力を積極的に培うことを目指して，教育課程を編成・実施します。 
 
　１．教職科目，実地教育科目などを初年次から系統的に履修することで，教師　
　　として備えるべき倫理観，規範意識，人権意識を身につける。 
 
　２．教職科目，実地教育科目などを履修して，教職に必要な知識や技能を実践　
　　的に学び，子どもを理解する力，生徒指導のための知識・技能，子どもの成　
　　長・発達についての理解を深める。 
 
　３．卒業論文及び専攻専門科目を履修することで，専門的な知識・技能を修得  
    し，自らの関心や問題意識にもとづいて思考し探究する姿勢を身につけると　
　　ともに，教職科目・実地教育科目を履修することで，教育実践へ展開できる　
　　力を培う。 
 
　４．基礎科目，教養科目などを履修することで，思考・判断の基礎となる教養　
　　と感受性を培い，思考し表現する力を養う。 
 
　５．教養科目，実地教育科目などを履修することで，豊かな人間性と社会性，　
　　常識と教養，コミュニケーション力などを身につけ，主体的に協働できる力　
　　を養成する。 

 
 

ディプロマ・ポリシー 
 
 
  ●教育学部ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
 
　　京都教育大学は，「人を育てる知の創造と実践を担う大学」として，不断の　
　研究を基盤とした質の高い教育を通じて，責任と使命を自覚した実践力のある　
　教員を養成し，教育に関する新しい知の創造と実践によって地域及び国際社会　
　に貢献します。本学教育学部は，教員養成大学としての使命にしたがって，所　
　定の単位を修得し、教師となるにふさわしい以下の要件を満たす者に学士の学　
　位を授与します。 
 
　１．教師としての使命感, 情熱，倫理観や人権意識を持ち，常に学び続ける強　
　　い意欲を有している。 
 
　２．教育や教職に関わるさまざまな知識や技能を有し，子どもの特性や心身の　
　　状況を理解して，誠実に子どもと関わることができる。 
 
　３．教科等に関する専門分野において高い知識・技能を修めるとともに，新た　
　　な学びを展開できる実践的指導力を有し，自らの関心や問題意識にもとづい　
　　て思考し，探究できる。 
 
　４．深い教養や豊かな感受性にもとづいて，思考・判断・表現することができ  
    きる。 
 
　５．豊かな人間性や社会性，常識と教養，コミュニケーション力などを有し，　
　　地域社会や同僚などと主体的に協働して，新たな課題に対応できる。 
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Ⅰ．履　修　要　領  

 

１．「主免校種」（教育課程）の決定  

 

　本学では，初等・中等教育諸学校から一つの学校種を選択し，選択した学校種の教員

免許状の取得が可能になる教育課程を履修することとしています。各学生が選択した学

校種（教員免許）を「○主免」（幼主免・小主免・中主免・高主免）と呼び，「主免」

の学校種の教育実習を「主免実習」と呼んでいます。 

　ただし，発達障害教育専攻においては，特別支援学校教員免許状を取得する際必要と

なる初等・中等教育諸学校いずれかの学校種の教員免許を「基礎免」と呼んでおり，こ

れは，他の専攻の「○主免」に相当するものです。 

　学生は，この「主免校種」を１回生前期の７月末までに所属専攻を通じて届け出て，

４年間を通して，届け出た「主免校種」に応じた教育課程表に基づき必要な単位を修得

しなければなりません。 

　届け出た「主免校種」を変更する場合は，指導教員及び専攻主任の承諾を得て，毎年

度１２月中旬～１月中旬に申請をすることにより変更が可能です。年度ごとの具体的な

申請期間は，掲示により通知します。 

　なお，本学では，二校種の教員免許状の取得を強く推奨しており，「主免」と併せて

取得する別の学校種（教員免許）を「○副免」と呼び，「副免」の学校種の教育実習を

「副免実習」と呼んでいます。 

 

２．最低修得単位数と単位の認定  

 

　卒業のために修得しなければならない最低修得単位数は，１３５単位です。１３５単

位の内訳については，各自の所属専攻及び「主免校種」により異なります。 

　本学における授業は，講義，演習，実験，実習及び実技に区分され，１単位は，標準

４５時間の学修を要するものとします。なお，各授業方法ごとの１単位当たりの授業時

間数は次のように定められています。 

 

　①講義，演習  ････････････････････････  授業３０時間＋自主学習６０時間＝２単位

　②実験，実習及び実技  ････････････････  授業３０時間＋自主学習１５時間＝１単位

　③「共通教育科目」などの外国語  ･･････  授業３０時間＋自主学習１５時間＝１単位 

 

　すなわち講義，演習は，１週２時間（本学では，９０分）の授業１５週相当を履修す

るとともに，自主学習６０時間を学修し，試験に合格すれば２単位が認定されます。 

　実験，実習及び実技は，１週４時間の授業１５週相当を履修するとともに，自主学習

３０時間を学修し，試験に合格すれば２単位が認定されます。 

　「共通教育科目」などの外国語は，１週２時間の授業を１５週相当を履修するととも

に，自主学習１５時間を学修し，試験に合格すれば１単位が認定されます。 

　以上のように，単位修得するためには，授業に出席することはもちろんのこと，自主

学習が必要となります。上記の自主学習時間を基準に，各授業科目のシラバスに記載さ

れている「自学自習に関する情報」欄の記載内容や，授業時間中に指示された内容に基

づき，各自が計画的に自主学習を行ってください。 
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３．受講登録単位の上限について  

 

　本学では，１年間を２学期（前期及び後期）に区分しており，１学期間に受講登録で

きる単位数は２６単位以内に制限されています。教育課題対応科目，教育実習，自由科

目（短期留学「国際教育体験実習｣｢異文化理解研修(中国)｣｢異文化理解研修(韓国)，異

文化交流「異文化交流研修（カナダ）」に限る），卒業論文及び単位互換協定（大学コ

ンソーシアム京都提供科目「大学コンソーシアム京都産学連携教育プログラム」を含む）

に基づく履修科目の単位は，受講登録単位の制限から除外されます。 

　なお，受講登録時に上限単位を超過して登録し，受講登録確認期間中に超過分を削除せ

ずに放置した場合，その学期分の受講登録単位は全て無効となりますので，注意してくださ

い。  

 以下の場合は，制限を超えて履修することができます。 
  ①  １回生後期以降については，直前の学期における「 “秀 ”及び “優 ”評定の科目数／登録科目
     数」（受講登録制限対象外の授業科目も含みます。）の比が，８０％以上の者については，
     申し出に基づき１学期につき３０単位までの受講登録を認められます。  
  ②  教育課程及び時間割の設定上，履修が困難になる場合は，本人，指導教員及び専攻主任連
　   名による申請に基づき教務委員会において審査し，その事由が妥当であると判断された場
　　 合は，制限を超えた履修登録を認めることがあります。  
  ③  ①の適用を希望する場合は，各期の受講登録期間中に教務課へ申請してください。

 
４．各科目の履修要領  

 
　各科目は，教育課程表に示す標準履修期において単位修得することが望ましいですが，

標準履修期の回生以上であれば履修することができます。各自の学修目的に応じて，履

修計画を立ててください。 

 
　（１）共通教育科目 

　　　　共通教育科目は，①基礎科目及び②教養科目に区分されており，その最低修得

　　　単位数は，全専攻共通で，合計２３単位です。 

－  なぜ共通教育科目を学ぶのか  －  
 
 　今生きている時代をどう理解し，今生きている社会の中でどう行動していくか─これは私た
 ちすべてにとって共通の課題であり，そのためには最低限の知識と経験が要求されます。  
 
 （１）自分を知る，自分を高める   
 　私たちはまず一人の人間として，自らの感性を豊かにし，自己表現力を磨き，心身の健康に
 ついて意識的であることが望まれます。そのためには，芸術・文化やスポーツを通して自分の
 可能性を広げることが重要です。また，自分自身を正確に理解し，常に省察する習慣を身につ
 ける必要があります。そのために哲学や心理学は大きな助けとなるでしょう。さらに自分が生
 きている社会の歴史や憲法，教育史について学ぶことも大切です。  
 
 （２）他者を理解する，他者と生きる   
 　他者を理解し，共に生きていくためには，まず他者に興味・関心をもち，より多くのことを
 知り，共有していこうとする態度が必要であり，人間としての基本的な（つまり最も重要な）
 権利を学び，それを擁護していく姿勢が求められます。また異文化に触れ，価値観の異なる人
 々と交流する際にも，知的好奇心と同時に謙虚で柔軟な思考が欠かせません。私たちは外国の
 言語や社会・文化・歴史を学ぶことによってより広い視野をもつことができ，その結果自分た
 ちの社会や文化について深く理解することができるようになるのです。  
 
 （３）現代社会を理解する，科学・技術を生かす   
   現代社会の提起する問題はますます複雑なものになっています。これらの問題を理解するに
 はまず正確な基礎知識（リテラシー）が不可欠です。「数理・データサイエンス・ＡＩ」に関  
 する知識も現代社会が要求する基礎的能力の一つです。また最先端の科学が産業・技術や社会
 ・経済にもたらす影響を正しく認識するためには，自然科学の基礎的知識が前提となります。
 さらに環境問題や職業倫理といった複合的要素からなるテーマについて考えるためには，地球
 や生命についての知識はもちろん，専門の枠を超えた幅広く，統合された知識と判断力が要求
 されます。  
 
 　共通教育科目は以上のような要求に応えるために用意されているのです。私たちが自立した
 個人，そして責任感をもった市民となるために学ぶべきこと─それは社会が個人に教えるべき
 こと，伝えるべきことでもあります。教員を志望する皆さんにとってはこれらの知識が教育の
 場での貴重な足場となることでしょう。また皆さんが今後どのような専門分野を研究対象に選
 んだとしても，その確固とした土台となるはずです。  
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　　①基礎科目 

　　　　｢日本国憲法」，「KYOKYOスタートアップセミナー」，「専攻基礎セミナー」， 

      ｢数理・データサイエンス・AI」，「外国語」及び「体育」に区分されており， 

      合計１４単位を修得しなければなりません。 

　　　　｢外国語」の履修については，卒業要件に充てる６単位は「英語」とします。

　なお，「英語学修の成果が本学で定める基準」（「共通教育科目・外国語」のペ

ージ参照）に達している者は，卒業要件に充てる６単位について，英語以外の言

語を選択することができます。この適用を受けようとする場合は，入学年度の３

月末日までに，教務課で申請手続き（申請書と証明書の提出）を行わなければな

りません。 

外国語を履修するにあたって　─　なぜ外国語を学ぶのか　─  
 
 （１）多様な価値観を知り，相対的な視点をもつために 
   今私たちが生きている社会は決して同質の要素から構成されているわけではなく，同じ価値
 観をもつ人々だけで成立しているわけでもありません。｢国際社会｣についても事情は同じです。
 国際的な交流が活発になればなるほど，自分たちとは違う価値観・歴史・文化をもった人々と
 のコミュニケーションや相互理解の重要性が増していきます。そのような交流のために，まず
 必要な手段は「言語」です。  
 　私たちは他者の言語（外国語）に触れることによって，自分たちの言語との共通点を知ると
 ともに，自分たちの言葉には置き換えられない単語や表現があることに気づきます。ひとつの
 言語を学ぶことは，その言語を話す人々の生活や習慣，物の考え方を学ぶことであり，まさに
 「相手の立場に立つ」ことなのです。  
 　また外国語の学習は自分自身の言語を改めて見つめ直し，言葉についてより意識的になる機
 会でもあります。ドイツの文豪ゲーテも言っているように「外国語を学ぶことは母国語を知る
 こと」なのであり，深く考えもせずに使っていた言葉を見直し，正確でわかりやすい表現を用
 いる習慣を身につけることにつながるはずです。例えば，日本人学生が外国語を学習すること
 を通して，日本語を学ぼうとしている外国人の気持ちを理解し，彼らの立場になって話すこと
 ができるようになったとしたら，私たちの目指す「相互理解」は既に始まっているといえるで
 しょう。このように外国語学習を通して得られる「相対的な視点」や「他者への寛容さ」が，
 「教育」にとっても重要なテーマであることは言うまでもありません。  
 
 （２）英語以外の外国語を学ぶこと  
 　外国語は大学での専門科目の学習において外国の文献・資料を扱うために必要な手段となり
 ます。皆さんの多くが既に学習している英語は，多くの学問分野で使用されている言語である
 ことや，小学校における英語学習が重視されるなどの理由により，本学では英語の履修を必修
 としています。  
 　一方で，みなさんが視野を広げ，知識を深めるためには，ぜひ英語以外の外国語も学ぶこと
 を奨めます。本学ではドイツ語，フランス語，中国語，イタリア語，ハングルを学ぶことがで
 きます。所属する専攻により推奨される言語もあります。大学時代はこれらの言語を学べる絶
 好の機会です。皆さんの興味や専門分野に応じて積極的に学んでください。  
 　また，本学では外国語の資格認定試験の受験や海外語学研修を奨励しています。自分の実力
 を確かめ，努力目標とするためにも，また留学・進学や就職のチャンスを広げるためにもぜひ
 チャレンジしてください。外国語の資格認定試験や海外語学研修は本学の単位として認定され
 る場合もあります。  
   なお，外国人留学生のみなさんは，外国語科目として「日本語」を履修することができます。
 レベルが合えば他の外国語科目を履修することも可能です。  
 

第２外国語の履修を推奨します。

 

　　②教養科目 

　　　　「社会・文化と人間」，「自然と人間」及び「その他」の３区分に区分されて

　　　おり，「社会・文化と人間」及び「自然と人間」の２区分からそれぞれ１科目２

　　　単位ずつを選択して計４単位修得し，「社会・文化と人間｣，「自然と人間」及び

　　　「その他」の３区分の中から５単位を選択して合計９単位を修得しなければなり

　　　ません。 

 

　（２）専門教育科目 

　　　　専門教育科目は，①教育課題対応科目，②教科及び教職に関する科目，③専攻

専門科目（発達障害教育専攻は “特別支援教育に関する科目 ”を含む）及び④卒

業論文に区分されており，最低修得単位数の内訳は，所属専攻及び「主免校種」

に応じて定められています。 
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　　①教育課題対応科目 

　　　　最低修得単位数及びその内訳は，「主免校種」に応じて異なります。 

　　　　｢公立学校等訪問演習」，「附属学校参加実習」及び「介護等体験事前教育」は，

　　　教育課程表に示す履修期において修得しなければなりません。 

 

　　②教科及び教職に関する科目 

  　　　最低修得単位数及びその内訳は，所属専攻及び「主免校種」に応じて異なりま

　　　す。 

　　　　なお，教育実習は，本学附属学校園等において実施します。教育実習に参加す

　　　る学生は，教育実習が幼児，児童，生徒の学習や人格形成などに大きな影響を及

　　　ぼすことを自覚して，共通教育科目，専門教育科目を履修し，十分な学力を身に

　　　つけておく必要があります。 

　　　　｢主免・基礎免実習」の履修に当たっては，「主免・基礎免実習」を履修する

　　　年度の前年度終了までに，教育課題対応科目の「附属学校参加実習」を履修し，

      かつ「日本国憲法」，「KYOKYOスタートアップセミナー」，「専攻基礎セミナー」，

　　　｢数理・データサイエンス・ AI」の４科目６単位を含む６６単位以上を修得済　

　　   みであることが要件となっています。この要件を満たしていない場合は，「主免

　　　・基礎免実習」を履修できないので，充分注意してください。 

　　　　｢主免校種」別の教育実習を履修する学校種と取得可能教員免許状は，次表の

　　　とおりです。 

主 免 校 種 主 免 実 習 主 免 実 習 で 取 得  副  免  実  習 副 免 実 習 に 対 応  
 可 能 免 許 状 す る 免 許 状 　 　

 小 主 免  小 学 校  幼 ・ 小  中 学 校 （ 高 等 学 校 ）  中 ・ 高

 中 主 免  中 学 校 （ 高 等 学 校 ）  中 ・ 高  小 学 校  幼 ・ 小

 高 主 免   高 等 学 校  中 ・ 高  小 学 校  幼 ・ 小

（ 美 術 教 育 専 攻  
　 （ 書 道 分 野 ） ）

 幼 主 免   幼 稚 園  幼 ・ 小  小 学 校  幼 ・ 小

（ 幼 児 教 育 専 攻 )    中 学 校 （ 高 等 学 校 ）  中 ・ 高

 小 基 礎 免   特 別 支 援 学 校   特 支 ・ 幼 ・ 小  中 学 校 （ 高 等 学 校 ）  中 ・ 高

（ 発 達 障 害   【 基 礎 免 】 小 学 校

　 　 教 育 専 攻 ）

 中 基 礎 免   特 別 支 援 学 校   特 支 ・ 中 ・ 高  小 学 校  幼 ・ 小

（ 発 達 障 害   【 基 礎 免 】 中 学 校 　

　 　 教 育 専 攻 ） 　      （ 高 等 学 校 ）

　　※　卒業に要する単位内で取得できる免許状以外の免許状を取得するには，上表の

　　　教育実習のほかに各免許状に応じた単位修得が必要です。なお，学校種や教科の

　　　組み合わせによっては，時間割上，必要な単位修得ができない場合があります。 

 

　　③専攻専門科目 

　　　　各自が選択した「主免校種」に応じた教育課程で定められている授業科目及び

　　　単位数を修得しなければなりません。なお，発達障害教育専攻においては，専攻

　　　専門科目に特別支援教育に関する科目が含まれています。 

 

　　④卒業論文 

　　　　卒業論文（一部の専攻においては，論文形式を取らないこともある）６単位を

　　　修得しなければなりません。提出，審査等の手続きについては指導教員の指示に

　　　従ってください。 

　　　　なお，学際的，総合的な教育問題を研究課題とする場合は，「複合領域」の卒
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　　　業論文として提出し，自専攻以外の教員（教職キャリア高度化センター，総合教

　　　育臨床センター，環境教育実践センター，保健管理センターの教員を含む）の指

　　　導を受けることも可能です。 

 

　（３）自由科目 

　　　　自由科目として，学校図書館司書教諭の資格取得科目，外国語のスキルアップ，

      国際教育関係科目を開設しています。資格取得や個々の興味，関心に応じて，履

      修することができます。 

 

　（４）障害者，高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流等の体験（以下 

　　   「介護等体験」という。）について 

　　　　小学校又は中学校の教員免許状の所要資格を得ようとする場合には，次の「介

　　　護等体験」が必要です。事前に説明会を開きますので，全員必ず出席し，必要な

      手続きを行ってください。 

 下記２種類の「介護等体験」受講に　  左欄の事前教育は，教育課題対応科  
 伴う，事前教育  目の「介護等体験事前教育」の単位  

 として認定されます。

 附属特別支援学校での介護等体験  左欄の介護等体験は，単位としての  
 社会福祉施設等での介護等体験  認定はありません。

　　　　上表の２種類の介護等体験を行わなかった場合は，教員免許状取得のための所要

　 　 　 単位を満たしても，小学校及び中学校の教員免許状は取得できません。  

 

　（５）得意分野パッケージ科目 

　　　　本学では，各自の履修目的や意欲により選択することができる「得意分野パッ

　　　ケージ」科目を設定しています。 

　　　　現在，｢外国人児童生徒等教育｣｢発達障害の教育｣｢幼児教育」「グローカル教

　　　員育成」のパッケージが設置されています。いずれも，将来，教職に就いたとき

　　　に役立つ内容となっていますので，各自の興味・関心も含めた履修目的に応じ，

　　　主体的に履修することを奨めます。 

　　　　各パッケージの概要及び授業科目は「得意分野パッケージ科目」のページを参

　　　照してください。 

　　　　なお，パッケージごとの，「パッケージ履修証明書発行要件」を満たした者は，

　　　申し出により，「得意分野パッケージ科目履修証明書」の交付を受けることがで

　　　きます（在学中も可能）。 
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　（６）理系教育スペシャリスト・ジェネラリスト認定証 

　　　　本認定証は，本学における「理系の専門分野の知識と教科指導力の双方を備え

　　　た教員」を養成するため，定められた授業科目を履修し，「単位修得要件」を満

　　　たした場合に授与されます。 

　　　　認定は，中学校・高等学校の理系教科の内容に精通し，わかりやすく指導で

　　　きる専門的な指導力を有する【理系教育スペシャリスト】と，小学校の理系教

　　　科の内容を正しく理解し，わかりやすく指導できる十分な指導力を有する【理

　　　系教育ジェネラリスト】とに区分して行います。 

      　「対象学生」及び「単位修得要件」は，下記の表のとおりです。 

　　　区分ごとの「単位修得要件」を満たした方に，卒業時に「認定証」を授与します。

　　　（在学中に要件を満たし、「認定証」を卒業前に取得したい場合は教務課へ申し

　　　出てください）。 

認定証授与対象学生 認定証授与単位修得要件

【理系教育スペシャリスト 所属する専攻に対応する教科の授業科目について，下記①

　認定証】 及び②を満たすこと

  教 科 の 指 導 法 に 関 す  中等○○科教育Ⅰ

学校教育教員養成課程のうち ① る科目  中等○○科教育Ⅱ

　数学領域専攻 教 科 に 関 す る 専 門 的  中２種必修科目(※１)

　理科領域専攻 事項

　技術領域専攻 ＊上記授業科目の合計単位数のうち，６０％(９～

　家庭領域専攻 １０単位，教科により異なる）以上を｢秀 ｣又は

に在籍する学生 ｢優｣で単位修得

 教 科 の 指 導 法 に 関 す  中等○○科教育Ⅲ

② る科目  中等○○科教育Ⅳ

教科に関する科目  専攻専門科目 

（①の中２種必修科目(※１)

  を除く)

＊上記授業科目から，１６単位以上を｢秀｣又は｢優｣

　で単位修得

【理系教育ジェネラリスト 下記①を満たすこと

  認定証】 

  教 科 の 指 導 法 に 関 す  初等算数科教育

学校教育教員養成課程に在籍する ① る科目  初等理科教育

学生  初等生活科教育

 初等家庭科教育

教科に関する科目  小学校教科内容論算数

 小学校教科内容論理科

 小学校教科内容論生活

 小学校教科内容論家庭

＊上記授業科目の合計単位数のうち６０％(１０単

　位)以上を｢秀｣又は｢優｣で単位修得

       （※１)入学年度「履修案内」の「Ⅲ．教育職員免許状の所要資格について」  

 　　　　  　  －－【別表Ｂ】各教科の中二種最低修得単位にかかる授業科目  

 

　（７）６年制教員養成高度化コース 

　　　　教育学部４年と連合教職実践研究科（教科研究開発高度化系）２年を組み合わ

　　　せて６年間一貫の教育を行う「６年制教員養成高度化コース」を設置しています。

　　　　詳細は，２回生時に実施する「コース説明会」で説明します。 
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５．  ｢学校ボランティア実習」の履修  

 

　（１）  ｢学校ボランティア」は，学校等教育施設で，多様な教育活動の補助等として

　　　　活動をすることです。子どもたちや教員，地域の人たちと接することができ，

　　　　将来教員を目指す上で，貴重な経験を積むことができます。下記の条件に当て

　　　　はまる活動を終えた後，申請により本科目の単位が修得できます。 

 

  （２）単位認定について

 ボランティアオフィスで取り扱っている教育関連ボランティアで次の条件を満

 たす活動  

 ①ボランティアオフィスが紹介する学校等教育施設における教育活動に関連す

 　る活動  

 単位認定の対象  ②学校園，教育委員会，自治体設置の各種教育施設が主催する教育活動に関連

 となる活動の範  　する活動  

 囲 ③報酬を伴わない活動(交通費などの学生が負担する費用の補助，活動する地

　域の最低賃金を下回る謝礼などは，報酬と見なさない）  

 

　※学校園などが募集している場合であっても，主催がＰＴＡなどの場合は，

　　対象外です。  

　※単位認定対象範囲の確認について相談がある場合は，教務課⑥番窓口に申

　　し出てください。

 担任補助，放課後の学習補助，クラブ活動，学校行事の補助，各教科の指導(個

 活 動 内 容 別指導・ティームティーチング等)補助，特別な教育的支援が必要な児童生徒

への補助，外国人児童生徒の学校生活における支援などです。

 活動の説明とボ  「KYOKYOスタートアップセミナー｣の授業時間内に，活動内容及び単位認定の

 ランティア登録 手続きの概要の説明を受け，各学年対象の「学校ボランティア登録済みク

ラスルーム」へ参加してください。

 活動学校園等の  ボランティアオフィスで，学校ボランティア活動（登録）申込票に記入した希

 紹介 望内容に基づきコーディネートし，学校園等を紹介するので，ボランティアオ

フィスに申し出てください。

 活 動 開 始 活動を行う際の注意事項などは，ボランティアオフィスのガイダンスを遵守し

てください。

 活 動 の 記 録 活動を行った日ごとに，｢学生ボランティア記録用紙｣に学校園等の担当者の確

認を受けてください。

 単位認定に必要  ４５時間以上  

 な活動時間数 　(例)１日に６時間の活動を行う場合，７ .５日以上が必要となります。

 ①「学校ボランティア活動報告書｣(「学生ボランティア記録用紙｣添付)を，学

 校園等の担当者に提出し活動終了の確認を受けてください。  

 活動終了後の単  ②上記「報告書｣を学校園等から直接受領し，ボランティアオフィスで確認を

 位認定の申請手  受けた後，「報告書」の写しを受け取り，「学校ボランティア実習単位認定申

 続 請書｣とともに，教務課⑥番窓口に提出してください。  

 

　※単位の認定は在学期間中１回に限ります

 単位認定の申請  ①前期中に活動を終えた場合  ：  後期受講登録期間  

 時期 ②後期中に活動を終えた場合  ：  次年度前期受講登録期間

 単位認定の通知 単位認定の申請を行った学期末に，「教育支援システム」により｢修得単位通知

書｣で通知します。

　　　　(｢ボランティアオフィス｣は，教育創生リージョナルセンター機構棟内教職キャリア高度化

センターにあります）
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６．授業科目のナンバリング  

 

  授業科目ナンバリングは，本学で開講している授業科目〔基礎科目，教養科目，教職に

関する科目，各校種指導法に関する科目，小・幼教科(領域）に関する科目，専攻専門科目

等〕に対し，「科目・専攻専門」，「設置回生(標準履修期)」，「必修又は選択」の区分に応じ

て，特定のコードや数字を割り当てたものです。 

 「設置回生(標準履修期)」などから学修の段階や順序を整理し，教育課程をより体系的に

理解するためのツールとして，履修科目選択の際などに活用してください。  

　※設置回生(標準履修期)が複数期に渡る場合は，最初の回生を割り当てています。通し番号は区分ごと

　　の連番です。 

 

  ○科目ナンバリングコード区分
　例 科目・専攻専門 設置回生 必修又は選択 通し番号

別表1-1・2 別表２ 別表３ 01～

日本国憲法 BST 1 1 01

BST 1 1 01 基礎科目 １回生 全学共通必修 １番

物理学Ⅰ RIK 1 7 01

RIK 1 7 01 専攻専門 １回生 専攻専門必修 １番

 

  科目(別表１－１) 

 基礎科目 ＢＳＴ  Basic Studies

 基礎科目-英語標準履修 ＢＥＮ  Basic Studies-English

 基礎科目-他外国語 ＢＬＳ  Basic Studies-Language study

 基礎科目-体育 ＢＳＰ  Basic Studies-Sports

 教養科目-社会・文化 ＧＳＣ  General Studies-Social・Culture

 教養科目-自然 ＧＮＡ  General Studies-Nature

 教養科目-その他 ＧＯＴ  General Studies-Others

 教職科目 ＰＲＦ  Teaching Profession

 幼稚園保育内容指導法 ＰＴＭ  Pre-School Teaching Method

 幼稚園領域専門 ＰＥＤ  Pre-School Education

 小学校教科指導法 ＥＴＭ  Elementary Teaching Method

 小学校教科専門 ＥＥＤ  Elementary Education 

 中・高教科指導法 ＳＴＭ  Secondary Teaching Method

 教育課題対応科目 ＥＤＩ  Educational Issues

 自由科目 ＦＲＥ  Free

 

  専攻専門(別表１－２)               設置回生(別表２) 

 教育学専攻 ＫＹＯ   １回生 1   

 幼児教育専攻 ＹＯＵ   ２回生 2

 発達障害教育専攻 ＨＡＴ   ３回生 3

 国語領域専攻 ＫＯＫ   ４回生 4

 社会領域専攻 ＳＨＡ  

 英語領域専攻 ＥＩＧ   必修又は選択(別表３)                             

 数学領域専攻 ＳＵＵ   全学共通必修  1   

 理科領域専攻 ＲＩＫ   幼１種必修(教職及び保育内容指導法)  2 

 技術領域専攻 ＧＩＪ  小１種必修(教科指導法)  3 

 家庭領域専攻 ＫＡＴ  中２種必修(教科指導法・教科に応じて)  4 

 美術領域専攻(美術分野) ＢＩＪ  中１種必修(教科指導法・教科に応じて）  5 

 美術領域専攻(書道分野) ＳＨＯ  高１種必修(教科指導法・教科に応じて）  6 

 音楽領域専攻 ＯＮＧ  各専攻専門必修  7 

 体育領域専攻 ＴＡＩ  選択  0 

 情報に関する科目 ＪＹＯ

 農業に関する科目 ＮＯＵ
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７．カリキュラムマップ  

 

　本学のカリキュラムマップは，共通教育科目と専門教育科目の区分ごとに，学修の順

序を示すとともに，授業科目間の系統性を図示しています。カリキュラムの全体像を俯

瞰し，卒業までに身につけるべき能力のどの項目と関連するのかを考えながら，４年間

の履修計画を検討する際の参考にしてください。次頁以降に，主免校種ごとに掲載して

います。 

 

８．外国人留学生のための授業科目  

 

　外国人留学生には，教員免許状取得のための単位をすべて修得することは義務づけま

せんが，希望により教員免許状取得も可能としています。 

　教員免許状を取得しない場合は，以下の科目について代替できることとします。 

科 目 区 分 授 業 科 目･単 位 代 替 で き る 科 目
 教育課題対応科目  介護等体験事前教育 １単位  　左記授業科目のうち履修しない科目の単位を，所属す 

 る専攻の専攻専門科目から単位修得する。 

 教育実践に関する  教育実習（主免） 　５単位  　ただし，「教育実習（主免）・５単位」又は「教育実習 

 科目  教育実習（副免） 　３単位  （基礎免）・５単位」を履修しない場合は，「世界の教育 

 教育実習（基礎免） ５単位  Ａ」及び「世界の教育Ｂ」の計４単位を修得し，残る単 
 専攻専門（発達障害  障害児教育実習　　 ４単位  位数については，所属する専攻の専攻専門科目から単位 
 教育専攻）科目  修得する。

 

　　①代替する場合の組み合わせは，所属専攻により次のようになります。  

　　　　発達障害教育専攻：  

　　　　　教育実習（基礎免）５単位＋障害児教育実習４単位＋介護等体験事前教育１単位  

　　　　美術教育専攻（書道分野）：  

　　　　　教育実習（主免）５単位＋教育実習（副免）３単位＋介護等体験事前教育１単位  

　　　　発達障害教育及び美術教育（書道分野）以外の専攻： 

　　　　　教育実習（主免）５単位＋介護等体験事前教育１単位  

　　②代替を希望する学生は，「主免校種」の届け出の時期に（１回生前期の７月末まで），上記の

　　　代替について併せて届け出なければなりません。 

　　　変更する場合についても，「主免校種」の変更届と同様の手続きを行わなければなりません。

　　③「世界の教育Ａ」及び「世界の教育Ｂ」は，外国人留学生のための授業科目ですが，日本人学

　　　生も履修できます。  



カリキュラムマップ（２０２６年度入学生）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

中等〇〇科教育Ⅰ 中等〇〇科教育Ⅱ
（中等〇〇科教育Ⅲ）
（中等〇〇科教育Ⅳ）

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法

教育実習
（副免許校種）

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　連携

公立学校等訪問演習 公立学校インターンシップ

授業実践基礎演習
（小主免）

小中一貫教育論 教職キャリア実践論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

４回生

主免許の小学校
教科に関する科目

教育課題
対応科目

人権教育論、メディアと教育

実地教育系

学校ボランティア実習

公立学校等教育実習（オプション実習）

教職実践演習

附属学校参加実習
（主免許校種）

小学校教科内容論〇〇　（５教科）　

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

教育実習
（主免許校種）

① 教育学専攻・教科領域専攻 小主免（小学校１種＋中学校２種）
１回生 ２回生 ３回生

教職に関する科目

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

教育心理学
（前期又は後期）

教職論
（前期又は後期）

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

教育課程論
（前期又は後期）

道徳の理論及び指導法
（前期又は後期）専

門
教
育
科
目

特別活動の指導法
（前期又は後期）

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

特別支援教育
（前期又は後期）

初等教科教育実践論

卒　業　論　文　

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

日本国憲法
（前期又は後期）

基礎科目

教養科目

教
育
課
題
対
応
科
目

専攻専門

副免許の中学校
　指導法に関する科目

専　　攻　　専　　門　　科　　目（副免許の中学校「教科に関する科目」を含む）

主免許の小学校
　指導法に関する科目

初等〇〇科教育　（１０教科）

介護等体験【7日間】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

中等〇〇科教育Ⅰ 中等〇〇科教育Ⅱ
中等〇〇科教育Ⅲ
中等〇〇科教育Ⅳ

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法

教育実習
（副免許校種）

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　

公立学校等訪問演習
授業実践基礎演習

（中主免）
公立学校インターンシップ

小中一貫教育論 教職キャリア実践論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

教
育
課
題
対
応
科
目

基礎科目

教養科目

主免許の中学校
　指導法に関する科目

特別支援教育
（前期又は後期）

教育課程論
（前期又は後期）

副免許の小学校
教科に関する科目

小学校教科内容論〇〇　（２教科）　

副免許の小学校
　指導法に関する科目

初等〇〇科教育
　（音、図、体のうち、２教科を含み６教科以上）

教職に関する科目

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

教育心理学
（前期又は後期）

道徳の理論及び指導法
（前期又は後期）

教育実習
（主免許校種）

教職実践演習

卒　業　論　文　

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

② 教科領域専攻 中主免（中学校１種＋小学校２種）

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

教職論
（前期又は後期）

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

特別活動の指導法
（前期又は後期）

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

日本国憲法
（前期又は後期）

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

教育課題
対応科目

人権教育論、メディアと教育

専
門
教
育
科
目

専攻専門 専　　攻　　専　　門　　科　　目（主免許の中学校「教科に関する科目」を含む）

実地教育系
附属学校参加実習

（主免許校種）
公立学校等教育実習（オプション実習）

学校ボランティア実習

介護等体験【7日間】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

幼児と人間関係、幼児と表現 幼児と健康、幼児と環境

　　　　　　　　　　　幼児と言葉

保育内容総論　　　　　　　　　

保育の方法及び技術

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法 幼児の心理と相談

教育実習
（副免許校種）

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　

公立学校等訪問演習 公立学校インターンシップ

授業実践基礎演習
（幼主免）

小中一貫教育論 教職キャリア実践論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

専　　攻　　専　　門　　科　　目

教職に関する科目
道徳の理論及び指導法

（前期又は後期）

副免許の小学校
教科に関する科目

専攻専門

小学校教科内容論〇〇　（５教科）　

主免許の幼稚園
　領域に関する科目

副免許の小学校
　指導法に関する科目

教育課程論
（前期又は後期）

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

特別活動の指導法
（前期又は後期）

特別支援教育
（前期又は後期）

③ 幼児教育専攻 幼主免（幼稚園１種＋小学校１種）

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

附属学校参加実習
（主免許校種）

公立学校等教育実習（オプション実習）

学校ボランティア実習

教育課題
対応科目

人権教育論、メディアと教育

専
門
教
育
科
目

教育心理学
（前期又は後期）

初等〇〇科教育　（１０教科）

実地教育系

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

教養科目

卒　業　論　文　

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

保育内容・○○の指導法（５領域）

日本国憲法
（前期又は後期）

教
育
課
題
対
応
科
目

基礎科目

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

教職実践演習
教職論

（前期又は後期）

教育実習
（主免許校種）

主免許の幼稚園
　指導法に関する科目

介護等体験【7日間】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　連携

公立学校等訪問演習

授業実践基礎演習
（小基礎免）

小中一貫教育論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

教育実習
（基礎免許校種）

卒　業　論　文　

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

特別支援教育
（前期又は後期）

教育課程論
（前期又は後期）

４回生

前期後期

教職実践演習

障害児教育実習
（特別支援学校）

④ 発達障害教育専攻 基礎免小主免（小学校１種＋特別支援学校１種）

１回生 ２回生 ３回生

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

特別活動の指導法
（前期又は後期）

専
門
教
育
科
目

基礎免許の小学校
教科に関する科目

小学校教科内容論〇〇　（５教科）　

基礎免許の小学校
　指導法に関する科目

初等〇〇科教育　（１０教科）

教職に関する科目

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

教育心理学
（前期又は後期）

道徳の理論及び指導法
（前期又は後期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　　攻　　専　　門　　科　　目　（特別支援学校免許の「特別支援教育に関する科目」を含む）専攻専門

教職論
（前期又は後期）

教職キャリア実践論

公立学校インターンシップ実地教育系
附属学校参加実習
（基礎免許校種）

初等教科教育実践論

学校ボランティア実習

教育課題
対応科目

人権教育論、メディアと教育

教育実習
（副免許を取得する場合）

公立学校等教育実習（オプション実習）

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

教
育
課
題
対
応
科
目

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

日本国憲法
（前期又は後期）

基礎科目

教養科目

介護等体験【7日間】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

中等〇〇科教育Ⅰ 中等〇〇科教育Ⅱ

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　

公立学校等訪問演習
授業実践基礎演習

（中基礎免）

小中一貫教育論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

教養科目

教職キャリア実践論

教育課程論
（前期又は後期）

人権教育論、メディアと教育

公立学校等教育実習（オプション実習）
附属学校参加実習
（基礎免許校種）

基礎科目

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

教育実習
（基礎免許校種）

４回生

前期

卒　業　論　文　

道徳の理論及び指導法
（前期又は後期）

学校ボランティア実習

教職実践演習

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

教職論
（前期又は後期）

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

特別活動の指導法
（前期又は後期）

教育実習
（副免許を取得する場合）

障害児教育実習
（特別支援学校）

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

⑤ 発達障害教育専攻 基礎免中主免 （中学校１種＋特別支援学校１種）

１回生 ２回生 ３回生

中等〇〇科教育Ⅲ
中等〇〇科教育Ⅳ

後期

基礎免許の中学校
教科に関する科目

基礎免許の中学校
　指導法に関する科目

中学校免許の「教科に関する科目」　（１教科２０単位）　

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

専
門
教
育
科
目

教職に関する科目

専攻専門

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

教育心理学
（前期又は後期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　　攻　　専　　門　　科　　目　（特別支援学校免許の「特別支援教育に関する科目」を含む）

日本国憲法
（前期又は後期）

実地教育系

教育課題
対応科目

教
育
課
題
対
応
科
目

公立学校インターンシップ

特別支援教育
（前期又は後期）

介護等体験【7日間】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

中等書道科教育Ⅰ 中等書道科教育Ⅱ

生徒指導・進路指導の
理論及び方法

教育相談の理論及び方法

教育実習
（副免許校種）

介護等体験事前教育 　　　同一校で教育実習 　　　

公立学校等訪問演習
授業実践基礎演習

（中主免）
公立学校インターンシップ

小中一貫教育論 教職キャリア実践論

KYOKYOスタートアップセミナー 専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

生涯スポーツ実習Ⅰ 生涯スポーツ実習Ⅱ

コミュニケーション
のための英文法

総合英語

英語コミュニケーションＡ 英語コミュニケーションＢ 英語インテンシブリーディング 英語エクステンシブリーディング

副免許の小学校
　指導法に関する科目

初等〇〇科教育　（１０教科）

教職論
（前期又は後期）

公教育経営論　又は　教育社会学
（前期又は後期）

教育実習
（主免許校種）

総合的な学習の時間の指導法
（前期又は後期）

特別支援教育
（前期又は後期）

教職に関する科目

教育の理念と歴史
（前期又は後期）

卒　業　論　文　

⑥ 美術領域専攻（書道分野） 高主免（高等学校１種＋小学校１種）

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

専
門
教
育
科
目

専攻専門 専　　攻　　専　　門　　科　　目（主免許の高等学校（書道）「教科に関する科目」を含む）

主免許の高等学校
　指導法に関する科目

副免許の小学校
教科に関する科目

教育課題
対応科目

人権教育論、メディアと教育

小学校教科内容論〇〇　（５教科）　

教職実践演習

教育方法・ＩＣＴ活用論
（前期又は後期）

特別活動の指導法
（前期又は後期）

教育課程論
（前期又は後期）

教育心理学
（前期又は後期）

道徳の理論及び指導法
（前期又は後期）

教
育
課
題
対
応
科
目

共
通
教
育
科
目

「社会・文化と人間」科目群　　「自然と人間」科目群　　「その他」科目群

日本国憲法
（前期又は後期）

基礎科目

教養科目

実地教育系
附属学校参加実習

（主免許校種）
公立学校等教育実習（オプション実習）

学校ボランティア実習

スポーツクラブ指導入門、国際教育論、児童・生徒のための日本語教育論A、日本語学習支援・実地研究B、学校教育と生活工学、
学校園における農園芸実習Ⅰ、学校園における農園芸実習Ⅱ、性倫理と性教育､子どもの健康と身体形成､ジェンダー論

学校と子どもの安全　（前期又は後期）

介護等体験【7日間】
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専攻
教育学
専攻

幼児教育
専攻

　
小主免 幼主免

基礎免
小主免

基礎免
中主免

小学校１種
＋

中学校２種
（※）

幼稚園１種
＋

小学校１種

小学校１種
＋

特別支援
学校１種

中学校１種
＋

特別支援
学校１種

2 2 2 2

1 1 1 1

1 1 1 1

2 2 2 2

6 6 6 6

2 2 2 2

9 9 9 9

13 11 13 11

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2 2 2 2

2

11

5

初等 5 5 5

中等 5

2 2 2 2

初等 20 20 20

中等 4 8

10 10 10

20

専攻専門科目 14 32 36

6 6 6 6

135 135 135 135

教育課程の意義及び編成の方法

総合的な学習（探究）の時間の指導法

教育の方法及び技術

特別活動の指導法

2 2 2 2
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

卒業要件となる主免校種　　　

網掛け部の単位修得は、各専攻の専攻専門科目の教育課程表を参照のこと。

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

教育の基礎的理解
に関する科目

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目

教育実践に関する
科目

専
門
教
育
科
目

道徳の理論及び指導法

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

卒業論文

教
科
 

及
び
 

教
職
に
関
す
る
科
目

中学校（高等学校）免許の教科に関する科目

教職実践演習

教育の方法及び技術

幼児理解の理論及び方法

教科及び教科の指
導法に関する科目 小学校免許の教科に関する科目

教育課題対応科目

（※）印の２種免許状の取得には、本表記載の135単
位以外に，教育実習（副免実習）の単位修得が必要
です。

専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

教育実習

各教科の指導法

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目【幼免】

領域及び保育内容
の指導法に関する
科目【幼免】

28

保育内容の指導法

日本国憲法

体育

教養科目

KYOKYOスタートアップセミナー

外国語

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

4

発達障害教育専攻

4 4

Ⅱ．教育課程表
◎最低修得単位数
本学において修得しなければならない最低の単位数は，本表のとおりです。

共
通
教
育
科
目

基
礎
科
目

教職の意義及び教員の役割・職務内容

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

幼稚園免許の領域に関する科目

2
教育相談の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法

教育相談の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

4
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専攻
美術領域

専攻
（書道分野）

　
小主免 中主免 高主免

小学校１種
＋

中学校２種（※）

中学校１種
＋

小学校２種（※）

高等学校
１種
＋

小学校１種

2 2 2

1 1 1

1 1 1

2 2 2

6 6 6

2 2 2

9 9 9

13 11 11

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

初等 5 3

中等 5 5

2 2 2

初等 20 12 20

中等 4 8 4

10 4 10

専攻専門科目

6 6 6

135 135 135

22 2
教育の方法及び技術

総合的な学習（探究）の時間の指導法

特別活動の指導法

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

網掛け部の単位修得は、各専攻の専攻専門科目の教育課程表を参照のこと。

卒業要件となる主免校種　　　

専
門
教
育
科
目

教育課題対応科目

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目【幼免】

領域及び保育内容
の指導法に関する
科目【幼免】

教育の方法及び技術

卒業論文

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

教育実践に関する
科目

教育実習

教科及び教科の指
導法に関する科目

各教科の指導法

小学校免許の教科に関する科目

4

27

専攻基礎セミナー

数理・データサイエンス・AI

外国語

体育

教養科目

国語領域専攻､社会領域専攻､英語領域専攻
数学領域専攻､理科領域専攻､技術領域専攻
家庭領域専攻､美術領域専攻（美術分野）
音楽領域専攻､体育領域専攻

4

教
科
 

及
び
 

教
職
に
関
す
る
科
目

教育の基礎的理解
に関する科目

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目

4

4028
中学校（高等学校）免許の教科に関する科目

（※）印の２種免許状の取得には、本表記載の135単
位以外に，教育実習（副免実習）の単位修得が必要
です。

KYOKYOスタートアップセミナー

道徳の理論及び指導法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役割・職務内容

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法

幼児理解の理論及び方法

教育相談の理論及び方法

教職実践演習

保育内容の指導法

幼稚園免許の領域に関する科目

生徒指導の理論及び方法

教育相談の理論及び方法

共
通
教
育
科
目

基
礎
科
目

日本国憲法
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

BST 1 1 01

BST 1 1 02 ①

BST 1 1 03 ①

BST 1 1 04 ②

② ② ① ①

生涯スポーツ実習Ⅰ BSP 1 1 01 ①

生涯スポーツ実習Ⅱ BSP 1 1 02 ①

心理学 GSC 1 0 01

日本文学 GSC 1 0 02

中国文学 GSC 1 0 03

音楽 GSC 1 0 04

美術 GSC 1 0 05

人権と法 GSC 1 0 06

政治と社会 GSC 1 0 07

社会問題論 GSC 1 0 08

経済学 GSC 1 0 09

歴史学 GSC 1 0 10

地理学 GSC 1 0 11

言語学 GSC 1 0 12

メディア・リテラシー論 GSC 1 0 13

数学 GNA 1 0 01

現代産業技術 GNA 1 0 02

物理学 GNA 1 0 03

化学 GNA 1 0 04

生物学 GNA 1 0 05

地学入門 GNA 1 0 06

生活科学 GNA 1 0 07

健康科学論 GNA 1 0 08

人間行動学 GNA 1 0 09

心理生理学 GNA 1 0 10

第二外国語（初級科目）　注．１

他大学履修科目（単位互換制度）　注．２

大学コンソーシアム京都
産学連携教育プログラム

GOT 2 0 01

授業科目
ナンバー

４回生

専攻基礎セミナー

②
（前又は後）

共通教育科目　基礎科目及び教養科目

区分 授業科目名

標準履修期及び単位数

最 低 修 得 単 位 数１回生 ２回生 ３回生

基
礎
科
目

日本国憲法

KYOKYOスタートアップセミナー

数理・データサイエンス・ＡＩ

外国語

体
育

社
会
・
文
化
と
人
間

そ
の
他

2

2

2～

2

2

2

2

2

2

2

2

１４単位

2

左
の
単
位
の
ほ
か
に
５
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

2

2

2

2

2

2

2

教
養
科
目

2

2

注．２　大学コンソーシアム京都などの単位互換制度で履修した他大学履修科目のうち，本学設置科目に読み替えて認定された単位を除く。

注．１　ドイツ語ⅠＡ・ⅠＢ、ドイツ語コミュニケーションＡ・Ｂ、フランス語ⅠＡ・ⅠＢ、フランス語コミュニケーションＡ・Ｂ、　中国語ⅠＡ・ⅠＢ、中国語コミュニケー
ションＡ・Ｂ、イタリア語Ａ・Ｂ、ハングルⅠＡ・ⅠＢに限り、算入可能である。（ただし、①基礎科目「外国語（６単位）」で英語以外の言語を選択した場合は、当
該選択した言語を除く、②外国人留学生は母語を除く）

1～

自
然
と
人
間

2

２単位

合　　　　　　　　　計 ２３単位

2

2

2

２単位
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共通教育科目　外国語

１．標準履修（下記「２．」及び「３．」に該当しない者）

前期後期前期後期前期後期前期後期

コミュニケーションのための英文法 BEN 1 1 01 ①

総合英語 BEN 1 1 02 ①

英語コミュニケーションＡ BEN 1 1 03 ①

英語コミュニケーションＢ BEN 1 1 04 ①

英語インテンシブリーディング BEN 2 1 01 ①

英語エクステンシブリーディング BEN 2 1 02 ①

２．英語学修の成果が本学で定める基準（※）に達している者

（次のいずれかを選択すること）

前期後期前期後期前期後期前期後期

ドイツ語ⅠＡ BLS 1 0 01 ①

ドイツ語ⅠＢ BLS 1 0 02 ①

ドイツ語コミュニケーションＡ BLS 1 0 03 ①

ドイツ語コミュニケーションＢ BLS 1 0 04 ①

ドイツ語ⅡＡ BLS 2 0 01 ①

ドイツ語ⅡＢ BLS 2 0 02 ①

フランス語ⅠＡ BLS 1 0 11 ①

フランス語ⅠＢ BLS 1 0 12 ①

フランス語コミュニケーションＡ BLS 1 0 13 ①

フランス語コミュニケーションＢ BLS 1 0 14 ①

フランス語ⅡＡ BLS 2 0 11 ①

フランス語ⅡＢ BLS 2 0 12 ①

中国語ⅠＡ BLS 1 0 21 ①

中国語ⅠＢ BLS 1 0 22 ①

中国語コミュニケーションＡ BLS 1 0 23 ①

中国語コミュニケーションＢ BLS 1 0 24 ①

中国語ⅡＡ BLS 2 0 21 ①

中国語ⅡＢ BLS 2 0 22 ①

授　業　科　目　名

標準履修期及び単位数

最 低 修 得 単 位 数１回生 ２回生 ３回生 ４回生

３回生 ４回生授　業　科　目　名

標準履修期及び単位数

最 低 修 得 単 位 数１回生 ２回生
授業科目
ナンバー

授業科目
ナンバー

６単位

６単位

６単位

６単位

（※）英語学修の成果が本学で定める基準（入学年度の３月末日までに、次のいずれかに該当する証明書を提出した場合）

　　・Educational Testing Service が実施する試験　通称｢TOEFL｣ ｉＢＴ７２点以上 又は ＰＢＴ５２７点以上

　　・公益財団法人日本英語検定協会が実施する試験　通称「英検」準１級以上

　　・一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会が実施する試験　通称「ＴＯＥＩＣ」７３０点以上
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３．外国人留学生で日本語を主に履修する者

前期後期前期後期前期後期前期後期

日本語ⅠＡ BLS 1 0 31 ①

日本語ⅠＢ BLS 1 0 32 ①

日本語ⅠＣ BLS 1 0 33 ①

日本語ⅠＤ BLS 1 0 34 ①

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

日本語ⅠＡ BLS 1 0 31 ①

日本語ⅠＢ BLS 1 0 32 ①

日本語ⅠＣ BLS 1 0 33 ①

日本語ⅠＤ BLS 1 0 34 ①

ドイツ語コミュニケーションＡ

ドイツ語コミュニケーションＢ

日本語ⅠＡ BLS 1 0 31 ①

日本語ⅠＢ BLS 1 0 32 ①

日本語ⅠＣ BLS 1 0 33 ①

日本語ⅠＤ BLS 1 0 34 ①

フランス語コミュニケーションＡ

フランス語コミュニケーションＢ

日本語ⅠＡ BLS 1 0 31 ①

日本語ⅠＢ BLS 1 0 32 ①

日本語ⅠＣ BLS 1 0 33 ①

日本語ⅠＤ BLS 1 0 34 ①

中国語コミュニケーションＡ

中国語コミュニケーションＢ

４．以下の授業科目は、自由に履修できる（上記２．のドイツ語・フランス語・中国語も自由に履修できる）

前期後期前期後期前期後期前期後期

イタリア語Ａ BLS 1 0 41 1

イタリア語Ｂ BLS 1 0 42 1

ハングルⅠＡ BLS 1 0 51 1

ハングルⅠＢ BLS 1 0 52 1

６単位

①（前）

①（後）

６単位

６単位

①（前）

６単位

①（前）

①（後）

①（後）

（次のいずれかを選択し、コミュニケーション２単位は母語以外の言語を選択すること。）

（※）外国人留学生で日本語を主に履修しない者は、上記「１．」又は「２．」のうち、母語以外の言語を選択すること。

授業科目
ナンバー

授業科目
ナンバー

授　業　科　目　名

標準履修期及び単位数

最 低 修 得 単 位 数１回生 ２回生 ３回生 ４回生

①（前）

①（後）

共通教育科目「外国語」区
分の卒業要件単位に、含
めることができない

授　業　科　目　名

標準履修期及び単位数

備 考１回生 ２回生 ３回生 ４回生
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教育課題対応科目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

公 立 学 校 等 訪 問 演 習 EDI 1 1 01 ①

附 属 学 校 参 加 実 習 EDI 2 1 01

介 護 等 体 験 事 前 教 育 EDI 2 1 02 ①

人 権 教 育 論 EDI 1 0 01 ※

メ デ ィ ア と 教 育 EDI 1 0 02 ※

授 業 実 践 基 礎 演 習 EDI 2 0 01 ※

公立学校インターンシップ EDI 3 0 01 2 ※

初 等 教 科 教 育 実 践 論 EDI 3 0 11 2 ２単位

教 職 キ ャ リ ア 実 践 論 EDI 3 0 12 2

学 校 ボ ラ ン テ ィ ア 実 習 EDI 1 0 11

公 立 学 校 等 教 育 実 習
（ オ プ シ ョ ン 実 習 ）

EDI 4 0 11

スポーツクラブ指導入門 EDI 1 0 12 ※

小 中 一 貫 教 育 論 EDI 3 0 13

国 際 教 育 論 EDI 1 0 13 ※

児 童 ・ 生 徒 の た め の
日 本 語 教 育 論 Ａ

EDI 1 0 14 ※

日 本 語 学 習 支 援 ・
実 地 研 究 Ｂ

EDI 1 0 15

学 校 教 育 と 生 活 工 学 EDI 1 0 16 ※

学 校 と 子 ど も の 安 全 EDI 2 0 11 ※

学 校 園 に お け る
農 園 芸 実 習 Ⅰ

EDI 1 0 17 ※

学 校 園 に お け る
農 園 芸 実 習 Ⅱ

EDI 1 0 18 ※

性 倫 理 と 性 教 育 EDI 1 0 19 ※

子どもの健康と身体形成 EDI 1 0 20 ※

ジ ェ ン ダ ー 論 EDI 1 0 21 ※

１３単位 １１単位

授業科目名

2

（注．１）　幼主免（幼児教育専攻）者は、上表の最低修得単位数を満たすとともに、※印を付した授業科目から６単位（合計単位
数・１１単位に算入して良い）を修得しなければならない。

１１単位合　　　　　　　　　　　計

４単位 ４単位 ４単位

1

2

2

2

（注．２）　①主免実習終了後，中主免等から小主免に主免校種を変更した場合　②入学時に，「初等教育実習・５単位」を既修得
単位として認定された場合　③外国人留学生で「初等教育実習・５単位」を履修しない場合は（①・②・③とも所定の申請等が必
要），「初等教科教育実践論」を履修できないので，教育課題対応科目の選択科目から当該単位分（２単位）を修得すること。

１単位

中主免
中基礎免
高主免

授業科目
ナンバー

標準履修期及び単位数

小主免
小基礎免

①

最低修得単位数

幼主免

１回生 ２回生 ３回生 ４回生

１単位

2

2

2

2

2

2

2

１単位

2

2

４単位
（４単位を超えて修得した場合は、
下欄の４単位に算入できる）

2

2
（後又は前）

2
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

初 等 教 育 実 習 PRF 3 1 03

教 職 実 践 演 習 PRF 4 1 01 ②

初 等 国 語 科 教 育 ETM 2 3 01

初 等 社 会 科 教 育 ETM 2 3 02

初 等 算 数 科 教 育 ETM 2 3 03

初 等 理 科 教 育 ETM 2 3 04

初 等 生 活 科 教 育 ETM 2 3 05

初 等 音 楽 科 教 育 ETM 2 3 06

初 等 図 画 工 作 科 教 育 ETM 2 3 07

初 等 体 育 科 教 育 ETM 2 3 08

初 等 家 庭 科 教 育 ETM 2 3 09

初 等 英 語 科 教 育 ETM 2 3 10

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅰ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅱ ②

小学校教科内容論○○

５単位

②
（前又は後）

２単位

２単位

２単位

⑤

「小学校免許の教科に関する科目」の頁を参照 １０単位

４単位

②
（前又は後）

2
（前又は後）

2
（前又は後）

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

教科 及び 教職に関する科目

標準履修期及び単位数

②
（前又は後）

②
（前又は後）

１回生 ２回生

１．「小主免」（教育学、各教科領域専攻）

３回生 ４回生
授 業 科 目 名

②
（前又は後）

２単位

授業科目
ナンバー

最低修得単位数

２単位

教育実践に
関する科目

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

６５単位

②
（前又は後）教科及び教

科の指導法
に関する科
目

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２０単位

合　　　　　　　　　　計

４単位
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

中 等 教 育 実 習 PRF 3 1 04

教 職 実 践 演 習 PRF 4 1 01 ②

初 等 国 語 科 教 育 ETM 2 3 01

初 等 社 会 科 教 育 ETM 2 3 02

初 等 算 数 科 教 育 ETM 2 3 03

初 等 理 科 教 育 ETM 2 3 04

初 等 生 活 科 教 育 ETM 2 3 05

初 等 音 楽 科 教 育 ETM 2 3 06

初 等 図 画 工 作 科 教 育 ETM 2 3 07

初 等 体 育 科 教 育 ETM 2 3 08

初 等 家 庭 科 教 育 ETM 2 3 09

初 等 英 語 科 教 育 ETM 2 3 10

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅰ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅱ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅲ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅳ ②

小学校教科内容論○○

授業科目
ナンバー

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

４単位

２
（前又は後）

２単位

２単位

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２
（前又は後）

２
（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

２
（前又は後）

２
（前又は後）

２
（前又は後）

左
の
単
位
の
ほ
か
に
８
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

４単位

２
（前又は後）

２回生 ３回生
最低修得単位数

２．「中主免」（各教科領域専攻）

１回生

２単位

2
（前又は後）

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

４回生

２単位

②
（前又は後）

授 業 科 目 名

標準履修期及び単位数

５単位

２
（前又は後）

２単位

２
（前又は後）

⑤

８単位

５５単位

２単位

２単位

４単位

②
（前又は後）

合　　　　　　　　　　計

２単位

教育実践に
関する科目

2
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

「小学校免許の教科に関する科目」の頁を参照

２
（前又は後）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

保 育 の 方 法 及 び 技 術 PRF 3 2 01 ②

幼 児 の 心 理 と 相 談 PRF 3 2 02 ②

保育内容・健康の指導法 PTM 3 2 03 ②

保 育 内 容 ・ 人 間 関 係
の 指 導 法

PTM 2 2 04 ②

保育内容・環境の指導法 PTM 2 2 05 ②

保育内容・言葉の指導法 PTM 3 2 06 ②

保育内容・表現の指導法 PTM 2 2 02 ②

保 育 内 容 総 論 PTM 2 2 01 ①

幼 児 と 健 康 PED 2 2 04 ①

幼 児 と 人 間 関 係 PED 2 2 01 ①

幼 児 と 環 境 PED 2 2 05 ①

幼 児 と 言 葉 PED 2 2 02 ①

幼 児 と 表 現 PED 2 2 03 ①

初 等 教 育 実 習 PRF 3 1 03

教 職 実 践 演 習 PRF 4 1 01 ②

初 等 国 語 科 教 育 ETM 2 3 01

初 等 社 会 科 教 育 ETM 2 3 02

初 等 算 数 科 教 育 ETM 2 3 03

初 等 理 科 教 育 ETM 2 3 04

初 等 生 活 科 教 育 ETM 2 3 05

初 等 音 楽 科 教 育 ETM 2 3 06

初 等 図 画 工 作 科 教 育 ETM 2 3 07

初 等 体 育 科 教 育 ETM 2 3 08

初 等 家 庭 科 教 育 ETM 2 3 09

初 等 英 語 科 教 育 ETM 2 3 10

小学校教科内容論○○

３．「幼主免」（幼児教育専攻）

標準履修期及び単位数

授 業 科 目 名

１１単位

５単位

授業科目
ナンバー

８１単位合　　　　　　　　　　計

４回生 最低修得単位数

２単位

②
（前又は後）

２単位
2

（前又は後）

２単位

２単位

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

２単位

２単位

②
（前又は後）

２単位

2
（前又は後）

②
（前又は後）

【幼免】
２単位

２単位

２単位

２単位

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

②
（前又は後）

４単位

２単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

「小学校免許の教科に関する科目」の頁を参照 １０単位

②
（前又は後）

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

教育実践に
関する科目

⑤ ５単位

２単位

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目【幼
免】

②
（前又は後）

２０単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

１回生 ２回生 ３回生
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

初 等 教 育 実 習 PRF 3 1 03

教 職 実 践 演 習 PRF 4 1 01 ②

初 等 国 語 科 教 育 ETM 2 3 01

初 等 社 会 科 教 育 ETM 2 3 02

初 等 算 数 科 教 育 ETM 2 3 03

初 等 理 科 教 育 ETM 2 3 04

初 等 生 活 科 教 育 ETM 2 3 05

初 等 音 楽 科 教 育 ETM 2 3 06

初 等 図 画 工 作 科 教 育 ETM 2 3 07

初 等 体 育 科 教 育 ETM 2 3 08

初 等 家 庭 科 教 育 ETM 2 3 09

初 等 英 語 科 教 育 ETM 2 3 10

小学校教科内容論○○

授業科目
ナンバー

４．「小基礎免」（発達障害教育専攻）

３回生

教育実践に
関する科目

⑤ ５単位

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

２単位

２単位

４単位

②
（前又は後）

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

②
（前又は後）

２０単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

４回生

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

授 業 科 目 名

標準履修期及び単位数

最低修得単位数
１回生 ２回生

２単位

2
（前又は後）

２単位
2

（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

「小学校免許の教科に関する科目」の頁を参照 １０単位

合　　　　　　　　　　計 ６１単位

②
（前又は後）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

中 等 教 育 実 習 PRF 3 1 04

教 職 実 践 演 習 PRF 4 1 01 ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅰ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅱ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅲ ②

中 等 ○ ○ 科 教 育 Ⅳ ②

教育実践に
関する科目

⑤ ５単位

２単位

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

合　　　　　　　　　　計 ３９単位

８単位

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

２単位

４単位

最低修得単位数
１回生 ２回生 ３回生 ４回生授業科目

ナンバー

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

2
（前又は後）

２単位
2

（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

５．「中基礎免」（発達障害教育専攻）

授 業 科 目 名

②
（前又は後）

標準履修期及び単位数
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教 育 の 理 念 と 歴 史 PRF 1 1 01

教 職 論 PRF 1 1 02

公 教 育 経 営 論 PRF 2 0 01

教 育 社 会 学 PRF 2 0 02

教 育 心 理 学 PRF 2 1 01

特 別 支 援 教 育 PRF 1 1 03

教 育 課 程 論 PRF 2 1 02

道徳の理論及び指導法 PRF 2 1 03

総合的な 学習 の時 間の
指 導 法

PRF 3 1 01

特 別 活 動 の 指 導 法 PRF 3 1 02

教 育 方 法 ・ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 論 PRF 2 1 04

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 の
理 論 及 び 方 法

PRF 2 1 05 ②

教育相談の理論及び方法 PRF 2 1 06 ②

初 等 教 育 実 習 PRF 4 1 02 ③

中 等 教 育 実 習 TPF 3 1 04

教 職 実 践 演 習 TPF 4 1 01 ②

初 等 国 語 科 教 育 ETM 2 3 01

初 等 社 会 科 教 育 ETM 2 3 02

初 等 算 数 科 教 育 ETM 2 3 03

初 等 理 科 教 育 ETM 2 3 04

初 等 生 活 科 教 育 ETM 2 3 05

初 等 音 楽 科 教 育 ETM 2 3 06

初 等 図 画 工 作 科 教 育 ETM 2 3 07

初 等 体 育 科 教 育 ETM 2 3 08

初 等 家 庭 科 教 育 ETM 2 3 09

初 等 英 語 科 教 育 ETM 2 3 10

中 等 書 道 科 教 育 Ⅰ STM 2 6 11 ②

中 等 書 道 科 教 育 Ⅱ STM 2 6 12 ②

小学校教科内容論○○

授業科目
ナンバー

合　　　　　　　　　　計 ６８単位

６．「高主免」（美術領域専攻（書道分野））

標準履修期及び単位数

最低修得単位数

②
（前又は後）

2
（前又は後）

２単位

４回生
授 業 科 目 名

１回生 ２回生 ３回生

2
（前又は後）

教育の基礎
的理解に関
する科目

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

２単位

２単位

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

②
（前又は後）

２単位

②
（前又は後）

２単位

教育実践に
関する科目

３単位

２単位

⑤ ５単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

２単位

２単位

４単位

②
（前又は後）

１０単位

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

②
（前又は後）

２０単位

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

②
（前又は後）

４単位

②
（前又は後）

「小学校免許の教科に関する科目」の頁を参照

27



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

 中等国語科教育Ⅰ STM 2 4 01 2

 中等国語科教育Ⅱ STM 3 4 01 2

 中等国語科教育Ⅲ STM 3 5 01 2

 中等国語科教育Ⅳ STM 3 5 02 2

 中等社会(公民)科教育Ⅰ STM 2 4 11 2

 中等社会(地歴)科教育Ⅱ STM 3 4 11 2

 中等社会(公民)科教育Ⅲ STM 3 5 11 2

 中等社会(地歴)科教育Ⅳ STM 3 5 12 2

 中等数学科教育Ⅰ STM 2 4 21 2

 中等数学科教育Ⅱ STM 3 4 21 2

 中等数学科教育Ⅲ STM 3 5 21 2

 中等数学科教育Ⅳ STM 3 5 22 2

 中等理科教育Ⅰ STM 2 4 31 2

 中等理科教育Ⅱ STM 3 4 31 2

 中等理科教育Ⅲ STM 3 5 31 2

 中等理科教育Ⅳ STM 3 5 32 2

 中等音楽科教育Ⅰ STM 2 4 41 2

 中等音楽科教育Ⅱ STM 3 4 41 2

 中等音楽科教育Ⅲ STM 3 5 41 2

 中等音楽科教育Ⅳ STM 3 5 42 2

 中等美術科教育Ⅰ STM 2 4 51 2

 中等美術科教育Ⅱ STM 3 4 51 2

 中等美術科教育Ⅲ STM 3 5 51 2

 中等美術科教育Ⅳ STM 3 5 52 2

 中等保健体育科教育Ⅰ STM 2 4 61 2

 中等保健体育科教育Ⅱ STM 3 4 61 2

 中等保健体育科教育Ⅲ STM 3 5 61 2

 中等保健体育科教育Ⅳ STM 3 5 62 2

３回生 ４回生

各
自
が
選
択
す
る
教
科
に
応
じ
て
修
得
す
る
こ
と

。

（
必
修
科
目
に
注
意
す
る
こ
と

）

授業科目名
教科

（校種）

音楽
（中免・高免）

美術
（中免・高免）

保健体育
（中免・高免）

国語
（中免・高免）

授業科目
ナンバー

中等教科教育　授業科目一覧

標準履修期及び単位数

履修要領１回生 ２回生

社会
（中免）

数学
（中免・高免）

理科
（中免・高免）
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

３回生 ４回生授業科目名
教科

（校種）
授業科目
ナンバー

標準履修期及び単位数

履修要領１回生 ２回生

 中等技術科教育Ⅰ STM 2 4 71 2

 中等技術科教育Ⅱ STM 3 4 71 2

 中等技術科教育Ⅲ STM 3 5 71 2

 中等技術科教育Ⅳ STM 3 5 72 2

 中等家庭科教育Ⅰ STM 2 4 81 2

 中等家庭科教育Ⅱ STM 3 4 81 2

 中等家庭科教育Ⅲ STM 3 5 81 2

 中等家庭科教育Ⅳ STM 3 5 82 2

 中等英語科教育Ⅰ STM 2 4 91 2

 中等英語科教育Ⅱ STM 3 4 91 2

 中等英語科教育Ⅲ STM 3 5 91 2

 中等英語科教育Ⅳ STM 3 5 92 2

 中等社会(地歴)科教育Ⅱ 2

 中等社会(地歴)科教育Ⅳ 2

 中等社会(公民)科教育Ⅰ 2

 中等社会(公民)科教育Ⅲ 2

 中等工芸科教育Ⅰ STM 2 6 01 2

 中等工芸科教育Ⅱ STM 2 6 02 2

 中等書道科教育Ⅰ STM 2 6 11 2

 中等書道科教育Ⅱ STM 2 6 12 2

 中等情報科教育Ⅰ STM 2 6 21 2

 中等情報科教育Ⅱ STM 3 6 21 2

 中等農業科教育Ⅰ STM 2 6 31 2

 中等農業科教育Ⅱ STM 2 6 32 2

 中等工業科教育Ⅰ STM 2 6 41 2

 中等工業科教育Ⅱ STM 2 6 42 2

農業
（高免）

各
自
が
選
択
す
る
教
科
に
応
じ
て
修
得
す
る
こ
と

。

（
必
修
科
目
に
注
意
す
る
こ
と

）

工業
（高免）

公民
（高免）

工芸
（高免）

地理歴史
（高免）

家庭
（中免・高免）

情報
（高免）

英語
（中免・高免）

技術
（中免）

書道
（高免）
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

小学校教科内容論国語 EED 1 0 01 ② ② ② × ② ② ② ② ② ② ② ② ② ②

小学校教科内容論理科 EED 1 0 02 2 ② ② ② ② ② ② ② × ② ② ② ② ② ②

小学校教科内容論体育 EED 1 0 03 2 ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ×

小学校教科内容論算数 EED 1 0 04 ×

小学校教科内容論生活 EED 1 0 05 2

小学校教科内容論音楽 EED 1 0 06 ×

小学校教科内容論図画
工作

EED 1 0 07 2 ×

小学校教科内容論社会 EED 1 0 08 2 ×

小学校教科内容論家庭 EED 1 0 09 ×

小学校教科内容論英語 EED 1 0 10 ×

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

小学校教科内容論国語 EED 1 0 01 ×

小学校教科内容論理科 EED 1 0 02 2 ×

小学校教科内容論体育 EED 1 0 03 2 ×

小学校教科内容論算数 EED 1 0 04 ×

小学校教科内容論生活 EED 1 0 05 2

小学校教科内容論音楽 EED 1 0 06 ×

小学校教科内容論図画
工作

EED 1 0 07 2 ×

小学校教科内容論社会 EED 1 0 08 2 ×

小学校教科内容論家庭 EED 1 0 09 ×

小学校教科内容論英語 EED 1 0 10 ×

履修要領

１．４単位修得する
こと。

２．×の単位を除
き、履修することが
望ましい。

幼
児
教
育
専
攻

2
(前又は後)

発
達
障
害
教
育
専
攻

2
(前又は後)

社
会
領
域
専
攻

国
語
領
域
専
攻

2
(前又は後)

2
(前又は後)

家
庭
領
域
専
攻

美
術
領
域
専
攻

（
美
術
分
野

）

音
楽
領
域
専
攻

標準履修期及び単位数

１回生 ２回生

小学校免許の教科に関する科目

１．「小主免」「幼主免」「小基礎免」「高主免」（教育学、幼児教育、発達障害教育、各教科領域専攻）

１．○付きの単
位を含み１０単
位修 得 す る こ
と。

２．×の単位を
除き、履修する
こ と が 望 ま し
い。

１０単位

英
語
領
域
専
攻

数
学
領
域
専
攻

理
科
領
域
専
攻

技
術
領
域
専
攻

最 低 修 得 単 位 数

授業科目
ナンバー

４回生３回生授業科目名

体
育
領
域
専
攻 履修要領

2
(前又は後)

最 低 修 得 単 位 数 ４単位

2
(前又は後)

2
(前又は後)

2
(前又は後)

2
(前又は後)

2
(前又は後)

美
術
領
域
専
攻

（
書
道
分
野

）

１回生

体
育
領
域
専
攻

数
学
領
域
専
攻

理
科
領
域
専
攻

標準履修期及び単位数

教
育
学
専
攻

技
術
領
域
専
攻

家
庭
領
域
専
攻２回生 ３回生 ４回生

２．「中主免」（各教科領域専攻）

授業科目名

英
語
領
域
専
攻

教
育
学
専
攻

美
術
領
域
専
攻

（
美
術
分
野

）

音
楽
領
域
専
攻

国
語
領
域
専
攻

社
会
領
域
専
攻授業科目

ナンバー

発
達
障
害
教
育
専
攻
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単位 標準履修期 備　考

◎ 児童・生徒のための日本語教育論Ａ 2 1～4前

◎ 児童・生徒のための日本語教育論Ｂ 2 2後

第２言語習得論 2 3前

日本語教育方法論 2 3後

○ 帰国／外国籍児童・生徒教育の研究 2 3後

○ 日本語学習支援・実地研究Ａ 2 1前

○ 日本語学習支援・実地研究Ｂ 2 1～4後

単位 標準履修期 備　考

◎ 特別支援教育 2 1前・後

◎ 障害児生理･病理臨床ⅠA 1 2前

◎ 障害児生理･病理臨床ⅠB 1 2後

◎ LD等教育総論 2 2後

◎ 情緒障害児特講 2 2前

単位 標準履修期 備　考

幼児教育学総論 2 1前

幼児心理学総論 2 2前

児童福祉概説 2 1後

保育内容総論 1 2前

得意分野パッケージ科目

パッケージ履修証明書発行要件 下記授業科目の５科目８単位修得

パッケージ名称 外国人児童生徒等教育　　　　        　　 　　【代表教員　浜田　麻里（国文学科）】

パッケージ概要

在住外国人の増加に伴い，学校現場でも多様な言語文化背景をもつ子どもに
対する対応が重要な課題となっている。本パッケージは外国人児童生徒等の指
導について，日本語指導，文化適応，キャリア教育等，幅広い視点から求められ
る専門性を養成する。

発達障害の教育　　　　　　　 【代表教員　　相澤　雅文　（総合教育臨床センター）】

パッケージ履修証明書発行要件
◎を付した２科目及び○を付した３科目のうちいずれか１科目を含め４科目８単位
以上修得

授業科目名 設置科目区分

国語領域専攻

国語領域専攻

国語領域専攻

教育課題対応科目

国語領域専攻

国語領域専攻

教職科目

発達障害教育専攻

教育課題対応科目

パッケージ名称

質の高い幼児教育は，子どものその後の成長を支える重要なものであることが
研究上明らかになり，世界的に注目を浴びている。我が国においても幼児教育
の無償化など，幼児教育は重点政策課題に位置付くようになった。本パッケージ
は，今後の幼小接続教育等において活躍できる教員の養成に向けて，幼児教育
に関する基礎的な知識を身につけ，質の高い幼児教育の重要性を理解すること
を目的とする。

幼児教育　　　　　　　　　　 　 　　        　　【代表教員　　古賀　松香　（幼児教育科）】

発達障害教育専攻

授業科目名 設置科目区分

発達障害教育専攻

パッケージ概要

特別支援教育は，インクルーシブ教育システムの構築を目指して，幼稚園から
高等学校までの全ての学校種で専門性が求められる。本パッケージは，発達障
害のある幼児児童生徒の理解と対応方法に対する基礎的な知識や技能を身に
つけることを目的としている。

授業科目名

パッケージ名称

設置科目区分

幼児教育専攻

幼児教育専攻

幼児教育専攻

発達障害教育専攻

パッケージ履修証明書発行要件 下記授業科目のうち，３科目６単位以上修得

パッケージ概要

教職科目
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単位 標準履修期 備　考

◎ 国際教育論 2 1～4後

小学校教科内容論英語 2 1前・後

初等英語科教育 2 2前・後

◎ 児童・生徒のための日本語教育論Ａ 2 1～4前

ドイツ語・フランス語・中国語の
各ⅠＡ・ⅠＢ・コミュニケーションＡ・Ｂ
ハングルⅠＡ・ⅠＢ
イタリア語Ａ・Ｂ

各1 1～4
すべての単位の算入
が可能

英語（プラクティカル）中級・上級
英語（アカデミック）中級・上級
英語（会話）中級・上級

各1 1～4
すべての単位の算入
が可能

◎ 公立学校インターンシップ 2 3後

学校ボランティア実習 1 1～4

海外協定校での短期研修（韓国・タイ・中国
から選択）
海外協定校での短期留学
京都教育大学国際交流活動認定証の取得
龍谷大学（単位互換）オーストラリア・メルボ
ルン単位留学

いずれ
かの活
動を行
うこと

教育課題対応科目

パッケージ名称 グローカル教員育成　　　　　         　  　　  　【担当委員会：教務委員会 】

パッケージ概要

本パッケージは，グローバル（Global）な視点を持ちながら，地域（Local）の特
色を大切にして，学校現場で教育にたずさわり，教育のグローバル化に向き合い
実践できる教員の育成に向けて，求められる基礎的な資質能力を学ぶことを目
的としている。

教育課題対応科目

小学校教科内容論

教職科目

教育課題対応科目

パッケージ履修証明書発行要件
下記授業科目から，◎を付した３科目を含め１０単位以上修得，及び海外協定校
での短期研修等の活動への参加

教育課題対応科目

共通教育科目（外国語）

自由科目（外国語）

授業科目名 設置科目区分
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教育学専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

教 育 学 基 礎 講 読 KYO 1 7 01 ②

教 育 心 理 学 基 礎 講 読 KYO 1 7 02 ②

教 育 哲 学 演 習 KYO 3 0 03 2

教 育 方 法 学 演 習 KYO 3 0 04 2

教 育 史 演 習 KYO 3 0 05 2

公 教 育 経 営 演 習 KYO 3 0 01 2

教 育 社 会 学 調 査 演 習 KYO 3 0 02 2

教 育 哲 学 KYO 2 0 01 2

授 業 研 究 KYO 2 0 05 2

日 本 教 育 史 KYO 2 0 02 2

西 洋 教 育 史 KYO 2 0 06 2

学 校 経 営 論 KYO 2 0 03 2

学 校 教 育 と 法 規 KYO 2 0 04 2

教 育 社 会 学 特 講 KYO 2 0 07 2

社 会 教 育 論 KYO 2 0 08 2

〔 公 教 育 経 営 論 〕 2

〔 教 育 社 会 学 〕 2

教 育 統 計 学 演 習 Ⅰ KYO 1 0 21 2

精 神 検 査 法 演 習 Ⅰ KYO 1 0 22 2

教 育 心 理 学 実 験 Ⅰ Ａ KYO 2 0 21 1

教 育 心 理 学 実 験 Ⅰ Ｂ KYO 2 0 26 1

教 育 心 理 学 実 験 Ⅱ KYO 3 0 21 1

教 育 統 計 学 演 習 Ⅱ KYO 2 0 22 2

精 神 検 査 法 演 習 Ⅱ KYO 2 0 23 2

教 育 心 理 学 課 題 実 験 KYO 4 0 21 1

教 育 心 理 学 演 習 KYO 3 0 24 2

発 達 心 理 学 演 習 KYO 3 0 25 2

臨 床 心 理 学 演 習 KYO 3 0 26 2

青 年 心 理 学 演 習 KYO 3 0 27 2

心 理 療 法 論 KYO 2 0 24 2

発 達 心 理 学 講 読 KYO 2 0 27 2

生 涯 発 達 心 理 学 KYO 3 0 28 2

臨 床 人 格 心 理 学 特 講 KYO 3 0 22 2

児 童 の 心 理 学 KYO 2 0 25 2

認 知 発 達 心 理 学 特 講 KYO 2 0 28 2

対 人 関 係 論 特 講 KYO 3 0 23 2

KYO 4 7 01

「教職に関する科
目（教育の基礎的
理 解 に 関 す る 科
目）」として卒業要
件単位に算入した
場合は，専攻専門
の単位としない。

６単位⑥

授業科目
ナンバー

１４単位～６単位
（24単位から選択した中学免許教科の最低修得単位を

引いた単位数）

　　　※専攻専門科目の履修に当たっては
　　　　 担任の指導を受けること。

教育心理学課
題実験を履修
す る ま で に ，
５ 科 目７ 単位
を修得するこ
とが望ましい。

３回生 ４回生
最低修得単位数授業科目名

中 学 校 ２ 種 免 許 最 低 修 得 単 位

区分

 １０ ～ １８単位　（注）
【選択した免許教科ごとに必要な単位数】

国語：10単位、技術・音楽：11単位,
社会･数学･理科･家庭・美術：12単位、

英語：14単位、保健体育：18単位

専
攻
専
門
科
目

教
育
学
分
野

心
理
学
分
野

教育学を専攻する
場合は，３科目６単
位を修得することが
望ましい。

４単位

標準履修期及び単位数
１回生 ２回生

卒 業 論 文

３４単位

（注）選択した免許教科に対応する中学校２種免許状取得に必要な「教科に関する専門的事項」の単位を修得し，中学校２種
　　　免許状取得に必要な単位を構成すること。
　　　（授業科目名及び単位数は「Ⅲ．教育職員免許状の所要資格について」の「教科に関する専門的事項」のページを参照）

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
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幼児教育専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

器 楽 Ⅰ YOU 1 0 02 1

器 楽 Ⅱ Ａ YOU 2 0 01 1

器 楽 Ⅱ Ｂ YOU 2 0 03 1

音 楽 基 礎 YOU 1 0 03 1

幼 児 教 育 学 総 論 YOU 1 0 01 2

幼 児 心 理 学 総 論 YOU 2 0 02 2

幼 児 の 身 体 表 現 YOU 3 0 01 2

幼 児 の 造 形 基 礎 YOU 2 0 04 1

幼 児 の 造 形 表 現 YOU 3 0 02 2

音 楽 教 育 指 導 法 YOU 3 0 03 1

幼 児 教 育 演 習 Ⅰ YOU 3 0 04 2

幼 児 教 育 演 習 Ⅱ YOU 4 0 01 2

幼 児 教 育 演 習 Ⅲ YOU 4 0 02 2

児 童 文 化 実 践 論 YOU 3 0 05 2

児 童 福 祉 概 説 YOU 1 0 04 2

YOU 4 7 01

２０単位

１４単位

標準履修期及び単位数
１回生

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

区分 授業科目名
４回生３回生

卒 業 論 文 ⑥

専
攻
専
門
科
目

最低修得単位数
２回生授業科目

ナンバー

６単位
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発達障害教育専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

特 別 支 援 教 育 基 礎 理 論 HAT 1 7 01 ②

知 的 障 害 心 理 学 概 論 HAT 2 7 01 ②

発 達 障 害 学 特 講 HAT 2 0 01 2

障 害 児 心 理 特 講 HAT 2 0 02 2

障 害 児 動 作 概 論 HAT 1 0 01 2

心 理 ・ 発 達 検 査 法 HAT 3 0 01 2

肢 体 不 自 由 概 論 HAT 2 7 03 ②

障 害 児 診 断 学 HAT 2 7 04 ②

障 害 児 教 育 方 法 HAT 3 7 01 ②

障 害 児 教 育 特 講 HAT 3 0 11 2

障 害 児 指 導 法 HAT 3 0 12 2

障 害 児 教 育 臨 床 A HAT 3 0 13 1

障 害 児 教 育 臨 床 B HAT 3 0 14 1

障 害 児 心 理 臨 床 A HAT 2 0 11 1

障 害 児 心 理 臨 床 B HAT 2 0 14 1

障 害 児 生 理 ・ 病 理 臨 床 Ⅰ A HAT 2 0 12 1

障 害 児 生 理 ・ 病 理 臨 床 Ⅰ B HAT 2 0 15 1

障 害 児 生 理 ・ 病 理 臨 床 Ⅱ A HAT 2 0 13 1

障 害 児 生 理 ・ 病 理 臨 床 Ⅱ B HAT 2 0 16 1

肢 体 不 自 由 教 育 HAT 1 7 02 ②

病 弱 教 育 HAT 3 7 02 ②

視 覚 障 害 教 育 総 論 HAT 1 7 03 ②

聴 覚 障 害 児 の 教 育 HAT 2 7 02 ②

重 複 障 害 教 育 総 論 HAT 3 7 03 ②

Ｌ Ｄ 等 教 育 総 論 HAT 2 0 22 2

情 緒 障 害 児 特 講 HAT 2 0 21 2

障 害 児 教 育 実 習 HAT 3 7 04 ④

特 別 支 援 教 育 演 習 Ⅰ HAT 3 0 32 2

特 別 支 援 心 理 演 習 Ⅰ HAT 3 0 33 2

特 別 支 援 生 理 ・ 病 理 演 習 Ⅰ HAT 3 0 34 2

特 別 支 援 教 育 演 習 Ⅱ HAT 4 0 31 2

特 別 支 援 教 育 演 習 Ⅲ HAT 4 0 34 2

特 別 支 援 心 理 演 習 Ⅱ HAT 4 0 32 2

特 別 支 援 心 理 演 習 Ⅲ HAT 4 0 35 2

特 別 支 援 生 理 ・ 病 理 演 習 Ⅱ HAT 4 0 33 2

特 別 支 援 生 理 ・ 病 理 演 習 Ⅲ HAT 4 0 36 2

障 害 児 デ ー タ 解 析 演 習 HAT 3 0 31 2

HAT 4 7 01

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

２単位

２単位

２単位

６単位

２単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

２単位

２単位

４単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

２単位 ２単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
８
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

２単位

６２単位

２単位

２単位

６単位

２単位

２単位

４単位

２単位

２単位

２単位

２単位

１回生 ２回生 ３回生

専
攻
専
門
科
目

授業科目名

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

⑥卒 業 論 文

区分

標準履修期及び単位数

２単位

３８単位

（注）選択した免許教科に対応する中学校１種免許状取得に必要な「教科に関する専門的事項」の単位を修得し，中学校１種
　　　免許状取得に必要な単位を構成すること。
　　　（授業科目名及び単位数は「Ⅲ．教育職員免許状の所要資格について」の「教科に関する専門的事項」のページ参照）

２単位

４回生

２単位

基礎免
小主免

中 学 校 １ 種 免 許 最 低 修 得 単 位

最低修得単位数

基礎免
中主免

２０単位　（注）

授業科目
ナンバー
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国語領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

国 語 学 概 説 KOK 1 7 01 ②

国 文 学 概 説 KOK 1 7 02 ②

漢 文 学 概 説 KOK 2 7 01 ②

国 語 教 育 概 説 KOK 2 7 02 ②

基 本 書 法 KOK 3 7 01 ②

国 語 学 演 習 KOK 2 0 01 2

国 文 学 演 習 Ａ KOK 2 0 02 2

国 文 学 演 習 Ｂ KOK 2 0 04 2

漢 文 学 演 習 Ａ KOK 2 0 05 2

国 語 科 教 育 演 習 Ａ KOK 2 0 03 2

国 語 科 教 育 演 習 Ｂ KOK 2 0 06 2

国 語 表 現 論 KOK 2 0 12 2

国 語 音 声 学 KOK 3 0 17 2

国 語 学 特 講 KOK 3 0 18 2

近 ・ 現 代 文 学 演 習 KOK 3 0 19 2

古 典 文 学 演 習 KOK 3 0 11 2

近 ・ 現 代 文 学 特 講 KOK 3 0 12 2

古 典 文 学 特 講 KOK 2 0 11 2

国 文 学 特 講 KOK 3 0 20 2

漢 文 学 演 習 Ｂ KOK 3 0 21 2

漢 文 学 演 習 Ｃ KOK 3 0 22 2

漢 文 学 特 講 Ａ KOK 3 0 13 2

漢 文 学 特 講 Ｂ KOK 3 0 23 2

国 語 科 教 育 演 習 Ｃ KOK 3 0 14 2

国 語 科 教 育 特 講 Ａ KOK 3 0 15 2

国 語 科 教 育 特 講 Ｂ KOK 3 0 24 2

国 語 科 教 育 特 講 Ｃ KOK 3 0 16 2

小 学 校 国 語 科 文 学 教 材 論 KOK 1 0 32 2

小 学 校 国 語 科 漢 文 教 材 論 KOK 2 0 31 2

日 本 語 学 習 支 援 ・ 実 地 研 究 Ａ KOK 1 0 31 2

児童・生徒のための日本語教育論Ｂ KOK 2 0 32 2

第 ２ 言 語 習 得 論 KOK 3 0 31 2

日 本 語 教 育 方 法 論 KOK 3 0 32 2

帰国／外国籍児童・生徒教育の研究 KOK 3 0 33 2

〔 中 国 語 Ⅱ A 〕 1

〔 中 国 語 Ⅱ B 〕 1

KOK 4 7 01

１０単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
２
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

１０単位

最低修得単位数

６単位

４単位

１８単位

６単位 ６単位

４６単位

⑥

１回生 ４回生３回生

外国語科目として
修得した場合は、
専攻専門の単位に
算入しない。

３４単位合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

専
攻
専
門
科
目

標準履修期及び単位数

卒 業 論 文

区分 授業科目名
小主免 中主免

２回生授業科目
ナンバー
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社会領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

日 本 史 概 論 SHA 2 7 01 ②

外 国 史 概 論 SHA 2 7 02 ②

地 理 学 概 論 SHA 2 7 03 ②

法 律 学 概 論 SHA 1 0 02 2

政 治 学 概 論 SHA 1 0 01 2

社 会 学 概 論 SHA 2 0 02 2

経 済 学 概 論 SHA 1 0 03 2

哲 学 概 論 SHA 3 0 01 2

倫 理 学 概 論 SHA 1 0 04 2

地 誌 学 概 論 SHA 2 0 01 2

日 本 史 研 究 SHA 2 0 13 2

日 本 史 特 講 SHA 3 0 11 2

近 現 代 史 研 究 SHA 2 0 11 2

近 現 代 史 特 講 SHA 2 0 14 2

西 洋 史 研 究 SHA 3 0 19 2

西 洋 史 特 講 SHA 3 0 12 2

自 然 地 理 学 SHA 2 0 15 2

地 理 学 研 究 SHA 2 0 12 2

地 理 学 特 講 SHA 3 0 20 2

社 会 学 研 究 SHA 3 0 21 2

社 会 学 特 講 SHA 3 0 13 2

経 済 学 研 究 SHA 3 0 14 2

経 済 学 特 講 SHA 3 0 22 2

法 律 学 研 究 SHA 3 0 15 2

法 律 学 特 講 SHA 3 0 23 2

政 治 学 研 究 SHA 2 0 16 2

政 治 学 特 講 SHA 3 0 16 2

哲 学 倫 理 学 研 究 SHA 3 0 17 2

哲 学 倫 理 学 特 講 SHA 2 0 17 2

社 会 科 教 育 演 習 Ⅰ A SHA 3 0 18 2

社 会 科 教 育 演 習 Ⅰ B SHA 3 0 24 2

社 会 科 教 育 演 習 Ⅱ A SHA 4 0 11 2

社 会 科 教 育 演 習 Ⅱ B SHA 4 0 12 2

SHA 4 7 01 ６単位

４６単位

６単位

２単位

２単位

小主免 中主免
４回生

２０単位

２０単位

２単位

最低修得単位数

６単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
６
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

３回生

標準履修期及び単位数
２回生

⑥

３４単位

卒 業 論 文

専
攻
専
門
科
目

区分
１回生

授業科目名
授業科目
ナンバー

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
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英語領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

英 語 学 概 説 Ⅰ EIG 3 7 01 ②

英 語 学 概 説 Ⅱ EIG 3 7 02 ②

英 語 文 学 基 礎 講 読 Ⅰ EIG 2 7 01 ②

英 語 文 学 基 礎 講 読 Ⅱ EIG 2 7 03 ②

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｶ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅰ EIG 2 7 02 ②

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｶ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ Ａ EIG 2 7 04 ②

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｶ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ Ⅱ Ｂ EIG 3 0 01 2

比 較 文 化 EIG 3 7 03 ②

英 語 学 基 礎 EIG 2 0 01 2

英 語 学 演 習 A EIG 4 0 01 2

英 語 学 演 習 B EIG 4 0 03 2

英 語 文 学 演 習 Ⅰ EIG 4 0 02 2

英 語 文 学 演 習 Ⅱ EIG 4 0 04 2

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ EIG 1 7 01 ①

リ ス ニ ン グ Ⅰ A EIG 3 0 02 1

リ ス ニ ン グ Ⅰ B EIG 3 7 04 ①

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ EIG 1 7 02 ②

ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ EIG 3 0 03 2

英 文 学 史 A EIG 3 0 11 2

英 文 学 史 B EIG 3 0 12 2

英 語 科 教 育 演 習 Ａ EIG 2 0 11 2

英 語 科 教 育 演 習 Ｂ EIG 2 0 12 2

英 語 学 研 究 A EIG 3 0 13 2

英 語 学 研 究 B EIG 3 0 16 2

英 語 文 学 研 究 A EIG 3 0 14 2

英 語 文 学 研 究 B EIG 3 0 17 2

英 語 科 教 育 研 究 A EIG 3 0 15 2

英 語 科 教 育 研 究 B EIG 3 0 18 2

〔 ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ 〕 1

〔 ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ 〕 1

〔 フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ 〕 1

〔 フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ 〕 1

ヨ ー ロ ッ パ 文 化 Ⅰ EIG 3 0 21 2

ヨ ー ロ ッ パ 文 化 Ⅱ EIG 3 0 22 2

英 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ａ EIG 2 0 21 1

英 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ｂ EIG 2 0 24 1

ド イ ツ 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ａ EIG 2 0 22 1

ド イ ツ 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ｂ EIG 2 0 25 1

フ ラ ン ス 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ａ EIG 2 0 23 1

フ ラ ン ス 語 プ ロ グ レ ッ シ ブ Ｂ EIG 2 0 26 1

EIG 4 7 01 ⑥ ６単位 ６単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
６
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

１単位

４回生

２単位 ２単位

３４単位合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

中主免

４単位 ４単位

４単位 ４単位

１単位 １単位

４６単位

最低修得単位数

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

４単位 ４単位

１単位

１回生 ３回生授業科目
ナンバー

専
攻
専
門
科
目

区分 授業科目名

卒 業 論 文

外国語科目として
修得した場合は、
専攻専門の単位に
算入しない。

左
の
単
位
の
ほ
か
に
６
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

２単位 ２単位

小主免
２回生

標準履修期及び単位数
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数学領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

代 数 学 序 論 Ⅰ SUU 1 7 01 ②

幾 何 学 序 論 Ⅰ SUU 1 7 02 ②

解 析 学 序 論 Ⅰ SUU 2 7 01 ④

統 計 学 SUU 3 7 02 ②

コ ン ピ ュ ー タ ・ 情 報 処 理 Ⅰ SUU 3 7 01 ②

代 数 学 序 論 Ⅱ SUU 2 0 01 2

幾 何 学 序 論 Ⅱ SUU 2 0 02 2

解 析 学 序 論 Ⅱ SUU 2 0 03 4

微 分 方 程 式 SUU 2 0 04 2

代 数 学 本 論 Ⅰ SUU 3 0 01 2

代 数 学 本 論 Ⅱ SUU 3 0 05 2

幾 何 学 本 論 Ⅰ SUU 3 0 02 2

幾 何 学 本 論 Ⅱ SUU 3 0 06 2

解 析 学 本 論 Ⅰ SUU 3 0 03 2

解 析 学 本 論 Ⅱ SUU 3 0 07 2

偏 微 分 方 程 式 SUU 3 0 04 2

コ ン ピ ュ ー タ ・ 情 報 処 理 Ⅱ SUU 3 0 08 2

数 学 基 礎 Ⅰ SUU 1 0 11 2

現 代 代 数 学 SUU 4 0 11 2

代 数 学 演 習 SUU 2 0 11 2

代 数 学 特 別 講 義 SUU 4 0 12 2

代 数 学 講 究 Ⅰ SUU 4 0 13 2

代 数 学 講 究 Ⅱ SUU 4 0 22 2

現 代 幾 何 学 SUU 4 0 14 2

幾 何 学 演 習 SUU 2 0 12 2

幾 何 学 特 別 講 義 SUU 4 0 15 2

幾 何 学 講 究 Ⅰ SUU 4 0 16 2

幾 何 学 講 究 Ⅱ SUU 4 0 23 2

現 代 解 析 学 SUU 4 0 17 2

解 析 学 演 習 SUU 2 0 13 2

解 析 学 特 別 講 義 SUU 4 0 18 2

解 析 学 講 究 Ⅰ SUU 4 0 19 2

解 析 学 講 究 Ⅱ SUU 4 0 24 2

現 代 数 学 科 教 育 SUU 3 0 12 2

数 学 科 教 育 特 別 講 義 SUU 3 0 13 2

数 学 科 教 育 講 究 Ⅰ SUU 4 0 20 2

数 学 科 教 育 講 究 Ⅱ SUU 4 0 25 2

情 報 学 講 究 Ⅰ SUU 4 0 21 2

情 報 学 講 究 Ⅱ SUU 4 0 26 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ SUU 2 0 14 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ SUU 3 0 11 2

SUU 4 7 01卒 業 論 文 ⑥ ６単位

区分

標準履修期及び単位数

６単位

１２単位

８単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
２
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

中主免小主免

１６単位

専
攻
専
門
科
目

１回生 ２回生
授業科目名

授業科目
ナンバー

１２単位

３４単位 ４６単位

最低修得単位数
３回生 ４回生
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理科領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

物 理 学 Ⅰ RIK 1 7 03 ①

化 学 Ⅰ RIK 1 7 04 ①

生 物 学 Ⅰ RIK 1 7 05 ①

地 学 Ⅰ RIK 1 7 06 ①

物 理 学 基 礎 実 験 RIK 1 7 01 ②

化 学 基 礎 実 験 RIK 1 7 07 ②

生 物 学 基 礎 実 験 RIK 1 7 02 ②

地 学 基 礎 実 験 RIK 1 7 08 ②

物 理 学 Ⅱ RIK 2 7 03 ②

化 学 Ⅱ RIK 2 7 01 ②

生 物 学 Ⅱ RIK 2 7 04 ②

地 学 Ⅱ RIK 2 7 02 ②

理 科 教 育 総 合 演 習 RIK 4 7 01 ②

物 理 教 育 実 験 RIK 2 0 03 2

化 学 教 育 実 験 RIK 2 0 01 2

生 物 学 実 験 RIK 2 0 02 2

地 学 実 験 RIK 2 0 04 2

物 理 学 基 礎 RIK 1 0 01 2

地 学 基 礎 RIK 1 0 02 2

小 学 校 理 科 教 材 論 ( 化 学 ・ 生 物 ) RIK 2 0 11 2

有 機 化 学 概 論 RIK 2 0 12 2

力 学 基 礎 RIK 3 0 11 2

電 磁 気 学 基 礎 RIK 3 0 12 2

相 対 性 理 論 RIK 3 0 13 2

物 理 学 実 験 RIK 3 0 14 2

物 理 化 学 概 論 RIK 2 0 13 2

無 機 ・ 分 析 化 学 概 論 RIK 3 0 15 2

生 物 化 学 概 論 RIK 2 0 14 2

化 学 実 験 RIK 3 0 16 2

発 生 生 物 学 RIK 3 0 17 2

分 子 生 物 学 RIK 3 0 18 2

地 球 物 理 学 概 論 RIK 3 0 19 2

天 文 学 RIK 3 0 20 2

地 球 史 概 説 RIK 3 0 21 2

量 子 力 学 RIK 3 0 22 2

植 物 分 類 形 態 学 RIK 3 0 23 2

昆 虫 学 RIK 3 0 24 2

分 子 免 疫 学 RIK 3 0 25 2

理 科 教 材 論 実 験 RIK 3 0 26 2

自 然 観 察 法 Ⅰ RIK 3 0 41 2

自 然 観 察 法 Ⅱ RIK 3 0 42 2

地 震 学 RIK 3 0 43 2

気 象 学 RIK 3 0 44 2

RIK 4 7 02

２単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
６
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

授業科目
ナンバー

標準履修期及び単位数
４回生

４６単位

６単位

３４単位

２２単位

２単位

２２単位

中主免

６単位

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

卒 業 論 文 ⑥

１回生 ２回生
区分

専
攻
専
門
科
目

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

授業科目名

最低修得単位数

小主免
３回生
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技術領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

電 気 基 礎 ・ 実 習 GIJ 2 7 02 ②

機 械 基 礎 ・ 実 習 GIJ 2 7 03 ②

木 材 加 工 法 ・ 実 習 GIJ 1 7 01 ②

金 属 材 料 GIJ 3 7 01 ②

情 報 基 礎 実 験 GIJ 3 7 02 ①

栽 培 実 習 Ⅰ GIJ 2 7 01 ②

製 図 GIJ 1 0 01 2

機 械 技 術 概 論 GIJ 3 0 01 2

力 学 応 用 GIJ 2 0 01 2

電 気 技 術 概 論 GIJ 3 0 02 2

電 磁 気 学 応 用 GIJ 2 0 02 2

栽 培 と 環 境 GIJ 3 0 03 2

生 物 育 成 実 習 GIJ 2 0 03 1

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク GIJ 2 0 04 2

創 造 技 術 実 習 Ⅰ GIJ 3 0 11 2

創 造 技 術 実 習 Ⅱ GIJ 4 0 11 2

電 気 電 子 実 験 GIJ 3 0 12 1

機 械 工 学 実 験 GIJ 3 0 16 1

技 術 基 礎 Ⅰ GIJ 1 0 11 2

技 術 基 礎 Ⅱ GIJ 1 0 12 2

作 物 と 環 境 GIJ 3 0 13 2

情 報 社 会 と セ キ ュ リ テ ィ GIJ 2 0 11 2

情 報 シ ス テ ム 論 GIJ 3 0 14 2

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 論 GIJ 3 0 15 2

電 気 工 学 特 講 GIJ 4 0 12 2

機 械 工 学 特 講 GIJ 4 0 13 2

情 報 学 特 講 Ⅰ GIJ 4 0 14 2

情 報 学 特 講 Ⅱ GIJ 4 0 15 2

技 術 ・ 栽 培 教 育 演 習 Ⅰ GIJ 4 0 16 2

技 術 科 教 育 課 題 研 究 Ⅰ GIJ 4 0 17 2

電 気 工 学 演 習 GIJ 4 0 18 2

機 械 工 学 演 習 GIJ 4 0 19 2

情 報 学 演 習 Ⅰ GIJ 4 0 20 2

情 報 学 演 習 Ⅱ GIJ 4 0 21 2

技 術 ・ 栽 培 教 育 演 習 Ⅱ GIJ 4 0 22 2

技 術 科 教 育 課 題 研 究 Ⅱ GIJ 4 0 23 2

職 業 指 導 概 論 GIJ 2 0 12 2

小 学 校 技 術 教 材 論 GIJ 2 0 13 2

GIJ 4 7 01

１１単位１１単位

１７単位

９単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
２
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

４回生授業科目
ナンバー

最低修得単位数

小主免 中主免

専
攻
専
門
科
目

卒 業 論 文 ⑥

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

６単位

４６単位

６単位

３４単位

区分 授業科目名

標準履修期及び単位数
１回生 ２回生 ３回生
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家庭領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

生 活 経 営 論 KAT 1 7 01 ②

衣 生 活 概 論 KAT 2 7 04 ②

衣 生 活 実 習 KAT 2 7 01 ①

食 物 学 概 論 KAT 1 7 02 ②

食 生 活 実 習 KAT 2 7 02 ①

住 居 学 KAT 2 7 03 ②

保 育 学 KAT 2 7 05 ②

家 庭 経 済 学 KAT 2 0 01 2

家 族 関 係 学 KAT 3 0 01 2

被 服 科 学 KAT 3 0 05 2

被 服 学 実 験 ・ 実 習 KAT 3 0 02 2

食 生 活 論 KAT 3 0 06 2

食 品 材 料 学 KAT 3 0 03 2

調 理 科 学 実 験 ･ 実 習 KAT 2 0 02 2

住 ま い の 計 画 学 KAT 3 0 04 2

住 生 活 と 環 境 KAT 1 0 01 2

家 庭 電 気 ・ 機 械 KAT 2 0 11 2

生 活 情 報 処 理 KAT 3 0 14 2

生 活 工 学 KAT 3 0 11 2

衣 生 活 健 康 論 KAT 2 0 12 2

服 装 心 理 学 KAT 3 0 15 2

調 理 科 学 KAT 3 0 16 2

食 品 化 学 KAT 3 0 17 2

食 品 ・ 栄 養 学 実 験 KAT 3 0 12 2

住 生 活 デ ザ イ ン 演 習 KAT 3 0 18 2

生 活 福 祉 学 KAT 3 0 13 2

生 活 経 営 ・ 保 育 学 演 習 Ⅰ KAT 3 0 21 2

生 活 経 営 ・ 保 育 学 演 習 Ⅱ KAT 4 0 21 2

衣 生 活 演 習 Ⅰ KAT 3 0 22 2

衣 生 活 演 習 Ⅱ KAT 4 0 22 2

食 物 学 演 習 Ⅰ KAT 3 0 23 2

食 物 学 演 習 Ⅱ KAT 4 0 23 2

住 居 学 演 習 Ⅰ KAT 3 0 24 2

住 居 学 演 習 Ⅱ KAT 4 0 24 2

生 活 工 学 演 習 Ⅰ KAT 3 0 25 2

生 活 工 学 演 習 Ⅱ KAT 4 0 25 2

家 庭 科 教 育 演 習 Ⅰ KAT 3 0 26 2

家 庭 科 教 育 演 習 Ⅱ KAT 4 0 26 2

KAT 4 7 01

標準履修期及び単位数 最低修得単位数

１２単位

⑥

４回生

６単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

４単位

１回生 ２回生

４単位

６単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
６
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

８単位８単位

４６単位３４単位

小主免

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

中主免

１２単位

３回生
区分

専
攻
専
門
科
目

卒 業 論 文

授業科目名
授業科目
ナンバー
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美術領域専攻（美術分野）

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

素 描 BIJ 1 7 01 ②

立 体 表 現 基 礎 BIJ 1 7 04 ②

デ ザ イ ン 基 礎 BIJ 1 7 02 ②

工 芸 基 礎 BIJ 1 7 05 ②

美 術 史 Ⅰ BIJ 1 7 03 ②

美 学 概 論 Ⅰ BIJ 1 7 06 ②

絵 画 演 習 BIJ 2 0 02 2

絵 画 表 現 BIJ 3 0 01 2

立 体 素 材 研 究 BIJ 2 0 03 2

塑 造 研 究 BIJ 3 0 02 2

デ ザ イ ン Ⅰ BIJ 2 0 04 2

デ ザ イ ン Ⅱ BIJ 2 0 05 2

色 彩 学 BIJ 1 0 01 2

工 芸 理 論 BIJ 2 0 06 2

陶 芸 研 究 BIJ 2 0 01 2

工 芸 素 材 研 究 BIJ 3 0 03 2

美 術 史 Ⅱ BIJ 3 0 04 2

日 本 画 技 法 BIJ 2 0 12 2

日 本 画 研 究 BIJ 3 0 17 2

絵 画 制 作 BIJ 4 0 11 2

現 代 美 術 BIJ 3 0 11 2

版 画 BIJ 3 0 12 2

彫 造 研 究 BIJ 3 0 13 2

立 体 表 現 研 究 BIJ 4 0 12 2

デ ザ イ ン Ⅲ BIJ 3 0 14 2

デ ザ イ ン 制 作 BIJ 4 0 13 2

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス BIJ 2 0 11 2

工 芸 技 法 研 究 BIJ 3 0 15 2

金 属 工 芸 研 究 BIJ 3 0 18 2

木 材 工 芸 研 究 BIJ 3 0 19 2

工 芸 表 現 研 究 BIJ 4 0 14 2

美 学 概 論 Ⅱ BIJ 3 0 16 2

美 学 ・ 美 術 史 演 習 BIJ 4 0 15 2

造 形 教 育 概 論 BIJ 1 0 21 2

美 術 教 育 学 演 習 BIJ 4 0 21 2

図 法 ･ 製 図 BIJ 2 0 21 2

造 形 あ そ び BIJ 2 0 31 2

陶 芸 技 法 と 表 現 BIJ 2 0 32 2

映 像 研 究 BIJ 3 0 31 2

作 庭 実 習 BIJ 3 0 32 2

楽 器 を つ く ろ う BIJ 2 0 33 2

BIJ 4 7 01 ６単位

３４単位

１２単位

標準履修期及び単位数

左
の
単
位
の
ほ
か
に
２
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

６単位

１回生

４６単位

小主免

最低修得単位数

中主免

８単位

１２単位

１６単位

⑥

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

卒 業 論 文

専
攻
専
門
科
目

授業科目名
２回生 ３回生

区分
４回生授業科目

ナンバー
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美術領域専攻（書道分野）

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

筆 技 基 礎 SHO 1 7 01 ②

漢 字 か な 交 じ り 書 SHO 2 7 02 ②

中 国 書 道 史 Ⅰ SHO 3 7 02 ②

日 本 書 道 史 Ⅰ SHO 3 7 01 ②

書 学 特 講 SHO 2 7 01 ②

国 文 学 概 説 SHO 2 0 01 2

漢 文 学 概 説 SHO 2 0 02 2

漢 字 書 法 Ⅰ SHO 2 0 11 2

漢 字 書 法 Ⅱ SHO 2 0 13 2

か な 書 法 Ⅰ SHO 2 0 12 2

か な 書 法 Ⅱ SHO 2 0 14 2

基 本 書 法 SHO 3 0 11 2

漢 文 学 演 習 Ａ SHO 3 0 13 2

国 文 学 演 習 Ａ SHO 3 0 12 2

漢 字 書 法 Ⅲ SHO 3 0 21 2

か な 書 法 Ⅲ SHO 4 0 21 2

書 道 制 作 Ⅰ SHO 4 0 24 2

書 道 制 作 Ⅱ SHO 4 0 25 2

中 国 書 道 史 Ⅱ SHO 4 0 22 2

日 本 書 道 史 Ⅱ SHO 3 0 22 2

篆 刻 SHO 2 0 21 1

美 学 概 論 Ⅰ SHO 2 0 23 2

美 術 史 Ⅰ SHO 2 0 22 2

造 形 教 育 概 論 SHO 3 0 23 2

美 術 教 育 学 演 習 SHO 4 0 23 2

SHO 4 7 01

最低修得単位数

３３単位

１０単位

２単位

８単位

６単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
７
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

⑥

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

授業科目名

専
攻
専
門
科
目

卒 業 論 文

区分
２回生授業科目

ナンバー
３回生１回生 ４回生

標準履修期及び単位数
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音楽領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

ソ ル フ ェ ー ジ ュ ONG 1 7 01 ②

声 楽 基 礎 演 習 ONG 1 7 02 ②

器 楽 基 礎 演 習 ONG 1 7 03 ②

指 揮 法 I ONG 3 7 01 ①

音 楽 史 概 論 ONG 2 7 01 ②

作 曲 ・ 編 曲 法 基 礎 演 習 ONG 1 7 04 ②

ミ ュ ー ジ ッ ク デ ザ イ ン Ⅰ ONG 2 0 01 2

西 洋 音 楽 史 ONG 3 0 01 2

日 本 音 楽 史 ONG 2 0 02 2

民 族 音 楽 学 ONG 3 0 02 2

和 楽 器 演 習 Ⅰ ONG 1 0 01 2

声 楽 演 習 Ⅰ ONG 2 0 03 2

声 楽 演 習 Ⅱ ONG 2 0 05 2

鍵 盤 楽 器 演 習 Ⅰ ONG 1 0 02 2

合 奏 研 究 Ⅰ ONG 1 0 03 2

作 曲 Ⅰ ONG 2 0 04 2

合 唱 Ⅰ ONG 1 0 04 1

オ ペ ラ 演 習 Ⅰ ONG 1 0 05 2

ミ ュ ー ジ ッ ク デ ザ イ ン Ⅱ ONG 3 0 11 2

和 楽 器 演 習 Ⅱ ONG 1 0 11 2

和 楽 器 演 習 Ⅲ ONG 1 0 12 2

和 楽 器 演 習 Ⅳ ONG 1 0 13 2

鍵 盤 楽 器 演 習 Ⅱ ONG 2 0 11 2

合 奏 研 究 Ⅱ ONG 2 0 12 2

指 揮 法 Ⅱ ONG 4 0 11 1

作 曲 Ⅱ ONG 2 0 13 2

合 唱 Ⅱ ONG 2 0 14 1

オ ペ ラ 演 習 Ⅱ ONG 2 0 15 2

音 楽 療 法 ONG 2 0 16 2

声 楽 演 習 Ⅲ ONG 3 0 12 2

鍵 盤 楽 器 演 習 Ⅲ ONG 2 0 17 2

鍵 盤 楽 器 演 習 Ⅳ ONG 3 0 13 2

合 奏 研 究 Ⅲ ONG 3 0 17 2

作 曲 Ⅲ ONG 3 0 14 2

作 曲 Ⅳ ONG 3 0 18 2

民 族 音 楽 学 演 習 ONG 3 0 15 2

合 唱 Ⅲ ONG 3 0 19 1

合 唱 Ⅳ ONG 4 0 12 1

オ ペ ラ 演 習 Ⅲ ONG 3 0 20 2

オ ペ ラ 演 習 Ⅳ ONG 4 0 13 2

伴 奏 ・ 重 奏 Ⅰ ONG 3 0 21 2

伴 奏 ・ 重 奏 Ⅱ ONG 4 0 14 2

音 楽 実 技 指 導 Ａ ONG 3 0 16 1

音 楽 実 技 指 導 Ｂ ONG 3 0 22 1

楽 器 を つ く ろ う ONG 2 0 18 2

ONG 4 7 01 ６単位

最低修得単位数

専
攻
専
門
科
目

１７単位

小一種または
中一種免許状
の取得を希望
する場合は履
修することが
望ましい。

４６単位３４単位

中主免

左
の
単
位
の
ほ
か
に
２
０
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

６単位

標準履修期及び単位数
３回生

小主免

１１単位

９単位

１１単位

区分 授業科目名
１回生授業科目

ナンバー
４回生２回生

⑥卒 業 論 文

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
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体育領域専攻

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

運 動 学 TAI 3 7 01 ②

生 理 学 TAI 2 7 01 ②

衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学 TAI 3 7 02 ②

学 校 保 健 TAI 2 7 03 ②

体 育 原 理 TAI 3 0 01 2

学 校 体 育 マ ネ ジ メ ン ト 論 TAI 3 0 03 2

ス ポ ー ツ 社 会 学 TAI 3 0 02 2

ス ポ ー ツ 心 理 学 TAI 3 0 04 2

器 械 運 動 TAI 2 7 02 ①

陸 上 競 技 TAI 1 7 04 ①

水 泳 TAI 1 7 01 ①

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル TAI 1 7 05 ①

バ レ ー ボ ー ル TAI 1 7 02 ①

ベ ー ス ボ ー ル 型 球 技 TAI 1 7 03 ①

武 道 TAI 2 7 04 ①

ダ ン ス TAI 2 7 05 ①

救 急 処 置 及 び 看 護 TAI 3 7 03 ②

サ ッ カ ー TAI 1 0 11 1

テ ニ ス TAI 3 0 16 1

ニ ュ ー ス ポ ー ツ TAI 1 0 12 1

運 動 生 理 学 TAI 3 0 17 2

コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 演 習 TAI 4 0 11 2

ス ポ ー ツ 医 学 TAI 3 0 18 2

ス ポ ー ツ 栄 養 学 TAI 3 0 19 2

体 育 実 技 指 導 実 習 TAI 3 0 11 2

ス ポ ー ツ 指 導 実 習 TAI 3 0 12

器 械 運 動 指 導 論 TAI 2 0 11 2

ス ポ ー ツ 指 導 論 Ａ TAI 3 0 13 2

ス ポ ー ツ 指 導 論 Ｂ TAI 3 0 20 2

ス ポ ー ツ 情 報 論 TAI 4 0 12 2

武 道 指 導 論 TAI 3 0 21 2

コ ー チ ン グ 論 TAI 3 0 22 2

ト レ ー ニ ン グ 論 TAI 2 0 12 2

バ イ オ メ カ ニ ク ス TAI 1 0 13 2

障 害 者 ス ポ ー ツ 演 習 TAI 3 0 14 2

ス ポ ー ツ 文 化 論 TAI 3 0 15 2

体 育 ・ ス ポ ー ツ 指 導 者 論 TAI 4 0 14 2

発 育 発 達 論 TAI 4 0 13 2

ス ポ ー ツ 倫 理 TAI 2 0 13 2

保 健 体 育 学 演 習 Ⅰ TAI 3 7 04 ②

保 健 体 育 学 演 習 Ⅱ TAI 3 7 05 ②

TAI 4 7 01

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

卒 業 論 文 ⑥

４６単位

６単位

３４単位

左
の
単
位
の
ほ
か
に
１
２
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

左
の
単
位
の
ほ
か
に
４
単
位
修
得
す
る
こ
と

。

４単位

３回生

６単位

最低修得単位数

小主免 中主免

標準履修期及び単位数
１回生 ２回生

2

４回生
区分

授業科目
ナンバー

授業科目名

８単位８単位

８単位

２単位

６単位

２単位

８単位

２単位

専
攻
専
門
科
目

４単位
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情報に関する科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

情 報 社 会 ・ 情 報 倫 理 JYO 2 1 02 ②

コ ン ピ ュ ー タ ・ 情 報 処 理 Ⅰ ②

情 報 シ ス テ ム 論 ②

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ②

マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 JYO 2 1 01 ②

マ ル チ メ デ ィ ア 技 術 JYO 2 1 03 ②

情 報 社 会 と セ キ ュ リ テ ィ 2

コ ン ピ ュ ー タ ・ 情 報 処 理 Ⅱ 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 論 2

マ ル チ メ デ ィ ア 演 習 JYO 3 0 01 2

２０単位

農業に関する科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

職 業 指 導 概 論 NOU 3 1 01 ②

農 業 実 習 Ⅰ NOU 2 1 01 ②

農 業 実 習 Ⅱ NOU 2 0 03 2

園 芸 と 環 境 Ⅰ NOU 1 0 02 2

園 芸 と 環 境 Ⅱ NOU 2 0 01 2

環 境 園 芸 学 実 験 実 習 NOU 3 0 01

環 境 園 芸 学 演 習 Ⅰ NOU 4 0 01 2

環 境 園 芸 学 演 習 Ⅱ NOU 4 0 02 2

植 物 組 織 培 養 論 NOU 2 0 02 2

動 物 資 源 利 用 学 NOU 1 0 01 2

植 物 分 類 形 態 学 2

分 子 生 物 学 2

昆 虫 学 2

食 品 化 学 2

調 理 科 学 2

２０単位高１「農業」免許状取得のために修得しなければならない単位数

３回生２回生

１６単位

４単位

最低修得単位数
４回生

授業科目名

2

標準履修期及び単位数

授業科目
ナンバー

１回生

１２単位

８単位

高１「情報」免許状取得のために修得しなければならない単位数

授業科目名
授業科目
ナンバー

標準履修期及び単位数

最低修得単位数
１回生 ２回生 ３回生 ４回生
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

学校経営と学校図書館 FRE 2 0 01

学校図書館メディアの構成 FRE 2 0 02

学習指導と学校図書館 FRE 2 0 03

読書と豊かな人間性 FRE 2 0 04

情報メディアの活用 FRE 2 0 05

英語(プラクティカル)中級 FRE 1 0 21

英語(プラクティカル)上級 FRE 1 0 22

英語(アカデミック)中級 FRE 1 0 23

英語(アカデミック)上級 FRE 1 0 24

英語(会話)中級 FRE 1 0 25

英語(会話)上級 FRE 1 0 26

英語（資格検定）

フランス語（資格検定）Ⅱ

フランス語（資格検定）Ⅲ

ドイツ語（資格検定）Ⅱ

ドイツ語（資格検定）Ⅲ

国際教育体験実習 FRE 1 0 51

異文化理解研修（中国） FRE 1 0 52

異文化理解研修（韓国） FRE 1 0 53

異
文
化
交
流

異文化交流研修（カナダ） FRE 1 0 61

世界の教育Ａ FRE 2 0 71 2

世界の教育Ｂ FRE 2 0 72 2

６年制コースゼミⅠ FRE 2 0 81

６年制コースゼミⅡ FRE 2 0 82

カナダ・ケベック大学モントリオール校の学
生との研修に参加し、所定の成績を修めた
場合、単位が認定されます。

６年制教員養成高度化コース所属者
のみ履修可

高
度
化
コ
ー

ス
科
目

６
年
制
教
員
養
成

2（通）

2（通）

「世界の教育Ａ」及び「世界の教育Ｂ」
は，日本人学生も履修できます。（留学
生との共修科目）

1（前）

本学が主催する上海師範大学での短期研
修に参加し、所定の成績を修めた場合、単
位が認定されます。

本学が主催する春川教育大学校との短期
研修に参加し、所定の成績を修めた場合、
単位が認定されます。

2

2

2

大学以外での学修の成果が本学が定め
る基準に達した場合、申し出により単位
が認定されます。認定する基準等の詳
細は、毎年度配布する「授業案内」を参
照してください。

1（前）

2（前又は後）

1（後）

1（前）

1（後）

2（前又は後）

1（前）

2（前又は後）

2（前又は後）

自由科目

４回生

資
格
関
係
科
目

授　業　科　目　名

標準履修期及び単 位数

履　修　要　領

2

2

教員免許以外の資格取得目的や，個々の興味や関心に応じて，履修することができます。

授業科目
ナンバー

１回生 ２回生 ３回生

学校図書館司書教諭資格の取得につ
いては，次ページを参照してください。

学
校
図
書
館
司
書
教
諭
資
格

講
　
義
　
科
　
目

国
際
教
育
関
係
科
目

共
修
科
目

外
国
語
科
目

資
格
検
定

短
期
留
学

2（前又は後）

1（後）

1（前）

1（前）

1（通）
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◎学校図書館司書教諭資格取得に関する履修について 
 
　　学校図書館司書教諭の資格は，学校図書館司書教諭講習修了者が文部科学省へ申請することに
　より講習「修了証書」の交付を受けることができる資格ですが，本学で開講している所定の単位
　を講習で修得した単位としてみなすことができます。 
    学校図書館司書教諭講習「修了証書」の交付申請の手続きについては，掲示により通知します。 
 
　１．学校図書館司書教諭の資格を取得しようとする者は，自由科目に設置されている次の授業科
　　目を履修し，単位を修得しなければならない。 
　　　　学校経営と学校図書館　　　　　２単位 
　　　　学校図書館メディアの構成　　　２単位 
　　　　学習指導と学校図書館　　　　　２単位 
　　　　読書と豊かな人間性　　　　　　２単位 
　　　　情報メディアの活用　　　　　　２単位 
　２．学校図書館司書教諭の資格を取得しようとする者は，次のいずれかに該当する必要がある。
　　　①小学校，中学校，高等学校又は特別支援学校の教諭の普通免許状を有する者。 
　　　②大学に２年以上在学する学生で６２単位以上を修得した者。 
　　　　（注）②の場合は，①の教諭の普通免許状を取得することにより資格の効力が有すること
　　　　　　　になる。 
　３．第１項及び第２項を満たした場合に，学校図書館司書教諭講習「修了証書」の交付を申請す
　　ることができる。 
　４．「修了証書」は，交付申請した翌年の３月に文部科学省から大学に届きます。 
　　　なお，「修了証書」に記載される交付日付は，例年，交付申請した年の翌年の１月頃となっ
　　ています。 
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